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　新年あけましておめでとうご
ざいます。本年も全仁泉会会
員の皆様に幸多き年でありま
すよう祈念いたします。
　昨年まで猛威をふるった新
型コロナ感染症の感染者は激
減しています。しかしながら
私の診療所の発熱外来での
検査では未だに毎日のように陽性者が出ています。高熱
の受診者のみならず、ほぼ平熱に近い人でも検査陽性
となられる人も散見されます。ウィルスは変異を続け、今
後も爆発的な流行も危惧されます。
　しかし、世間一般では、マスク着用者は激減していま
す。ＪＲに乗って仁泉会理事会や大学の評議員会等に出
席する為に高槻まで乗車する際も、マスク着用者は外
国人旅行者の方が多い印象です。
　私も２年前に感染しました。中学校の頃よりほとんど発
熱のない生活を送ってきましたが、突然の高熱、筋肉痛
で階段も昇れない状態となりました。血液検査ではＣＲＰ
高値、肝障害、白血球２０００と典型的ウィルス感染症を
示す検査所見でした。幸いにも長男（神戸大学病院 
非常勤、救急医）に頼み休診は免れました。家族から
は “近づかないで” とバイキン扱いで部屋から出してもら
えず、食事は部屋の外におかれ、まるで牢獄生活状態
となりました。
　さて、大阪医科薬科大学医学部は、昭和２年に創設
された５年制の大阪高等医学専門学校を前身として、
西日本では最も歴史のある医学校です。現在創立９７周
年となります。大学創立１００周年事業として計画された
様々な事業は着 と々完成しつつあります。中央手術棟、
エネルギー棟、新病院Ａ棟は既に稼働しています。病
院では３次救急病院として三島圏の医療の要として、そ
の役割を果たしています。特にコロナ感染流行時には多
数の呼吸器合併症の患者さんを受け入れＥＣＭＯ等にて
対応したと聞いています。またコロナ感染の妊婦さんに
対しては、多くの病院では帝王切開で対応したのに対し、
本学では全例経腟分娩で対応しましたが、コロナの母
子感染は１例もなかったとのことです。現在新病院Ｂ棟も
着 と々工事が進められています。完成の暁には、西日

新年のご挨拶
大阪医科薬科大学仁泉会
理事長　安藤嗣彦（学 20期）

本でも有数の大学病院となるでしょう。
　大阪薬科大学との合併後、現在阿武山にある薬学
部は大学の近くに移転する計画が進んでいます。大阪
医科薬科大学は医学部、薬学部、看護学部、各々の
大学院を有する複合大学として発展することでしょう。
　仁泉会事業としましては、仁泉会員が主催する学会
への助成、年６回の仁泉会会報の発行、年１回の総会、
各支部会やクラス会、クラブＯＢ会の開催時の支援、講
師の派遣のみならず学生会員に対しては奨学金の貸
与、優秀な成績で卒業された学生さんには仁泉会理事
長賞の贈呈、学園祭、西医体への援助等の種々の事
業のみならず４年に１回の名簿発行送付などの事業に会
費が使われています。これらの事業は先生方からお納
めいただいた仁泉会費で運営されています。残念なが
ら会費納入率が５０％を切りつつあります。是非とも会費
納入のご理解ご協力のお願いをさせていただきまして新
年のご挨拶とさせていただきます。

　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。

新年のご挨拶
 P3 大阪医科薬科大学仁泉会　理事長 安藤嗣彦 （学20期）
 P4 学校法人大阪医科薬科大学　理事長 植木 實 （学12期）
 P11 大阪医科薬科大学　学長　 佐野浩一 （学29期）
 P12 東日本支部　支部長 中嶋秀人 （学37期）
 P13 長野県支部　支部長 高島俊夫 （学21期）
  静岡県支部　支部長 吹田浩之 （学36期）
 P14 仁泉会大阪府支部連合会　会長 霜野良一 （学28期）
  西区支部　支部長 浅野彰彦 （学32期）
 P15 港区支部　支部長 奥村隆司 （学31期）
  浪速区支部　支部長 久保田泰弘 （学36期）
 P16 生野支部　支部長 村田高穂 （学22期）
 P17 東大阪市支部　支部長 大西洋一郎 （学25期）
  高槻支部　支部長 保田 浩　 （学31期）
 P18 大阪医科薬科大学仁泉会　学内支部長 南 敏明 （学36期）
  貝塚市支部　支部長 川崎康寛 （学35期）
 P19 京都仁泉会　会長 河野龍而 （学35期）
 P20 宝塚支部　支部長 辰井 光 （学32期）
  和歌山県支部　支部長　 湯川裕史 （学29期）
 P22 岡山県支部　支部長 小出尚志 （学28期）
  香川県支部　支部長 大谷昌裕 （学40期）
受章報告
 P24 瑞宝小綬章 近森正幸先生 （学21期）
  瑞宝双光章 松岡伸二先生 （学19期）
  旭日双光章 富永俊彦先生 （学29期）
受賞報告
 P25 医学教育功労者 星賀正明先生 （学34期） 
学会報告
 P26 第20回 日本中性子捕捉療法学会（JSNCT）学術大会開催報告 二瓶圭二 （特別期）
 P28 第７回日本法医病理学会学術全国集会を終えて 鈴木廣一 （学29期）
 P30 第42回日本小児心身医学会学術集会を終えて 永井 章 （学38期）
支部だより
 P32 京都仁泉会　秋の講演会 報告 北岡治子 （学28期）
 P34 中浪天合同親睦会（中央区、浪速区、天王寺区） 久保田泰弘 （学36期）
 P36 2024（令和6）年度　淀川区支部会開催 熊野宏二 （学39期）
 P37 仁泉会阿倍野支部開催報告 二村吉継 （学49期）
クラス会だより
 P38 大阪医大47同窓会 開催報告 古林光一 （学21期）
 P39 学23期（昭和49年卒）卒後50周年記念同窓会 梶野興三 （学23期）
  「生きてるだけで丸儲け、感謝、感謝の同窓会」 
 P40 第85回49杯ゴルフ 竹中正純 （学23期）
 P41 2024あかつき会報告 石田博文 （学24期）
 P42 学部28期（昭和54年卒）女子同窓会旅行記 萩原暢子 （学28期）
 P44 大阪医科大学 昭和59年卒業 学33期（燦々会）同窓会開催の報告 清木康雄 （学33期） 
仁泉ひろば
 P46 クラミジアの話 岡野 准 （学21期）
  2024年（令和6年）11月。冨中愛一郎 73歳半。 冨中愛一郎 （学27期）
 P47 ４名の若人の未来を祝す壮行会に参加して－野球部 追い出しコンパ－ 李 相雄 （学44期）
 P48 大槻周平教授就任祝賀会開催のご報告 綾仁悠介 （学60期）
  大阪医科薬科大学バレーボール部OBOG会・六友会主催
寄稿
 P50 下咽頭がんで声を失ったリハ医が、がんと共存していくと思えるまで 太田利夫 （学31期）
  ～生きていくには社会参加が必要だ！～
　P53 冊子切抜 井尻慎一郎 （学31期）
　P54 会員著書 井尻慎一郎 （学31期）
　P56 会員著書 柏木 充 （学49期）
　P57 まんが第71回 大塚ぽん太コールR500ml （学31期）
本部だより
 P58 会員訃報
 P59 編集後記
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　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

新年のご挨拶
― 新大学病院の竣工を祝う ―

学校法人大阪医科薬科大学
理事長　植木 實

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。
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　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。
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【図８】

【図９】

　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。

大学病院新本館 Ｂ棟
２０２５年７月　開院
 
病院診療分野の最終建築となる
Ｂ棟は、２０２３年末に最上階
の１２階まで上棟。

第１研究館の着工
～キャンパス耐震化100％整備事業～
 
2024 年５月着工。
１階は法医解剖・研究施設、
２階は病態モデル先端研究施設。

撮影日：2024 年 11月

撮影日：2024 年 11月
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　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。

　仁泉会会員の皆様に、初
春のお慶びを申し上げます。
旧年中は、母校に温かいご
理解とご支援を賜りありがとう
ございました。本年も倍旧の
ご高配を賜りますようお願い申
し上げます。
　昨年元日には能登半島地
震が起こりましたにもかかわらず、新春のお慶びを申し
上げ失礼いたしました。印刷の都合上、止むを得ぬこと
とは申せ、お詫びいたします。無常の定めとお許し下さ
い。また、その後、能登半島においては復旧もならぬま
ま洪水の被害があり、被害に遭われました方々には心よ
りお見舞申し上げます。
　無常の定めは由 し々い出来事だけではありません。母
校のキャンパスは発展に向けて著しい変化を遂げつつあ
ります。昭和の中頃に竣工し、多くの仁泉会の会員の
皆様に様々な思い出を残した学生会館と職員会館が撤
去され、そこに死因究明等推進基本法に基づく死因解
明のための施設と病態モデル研究のための施設が新築
され、本年７月に完成する予定です。これが稼働しはじ
めますと研究２号館と実験動物センターが撤去され、開
学当時の面影を残す旧別館（国の登録有形文化財）
が前面に姿を現すことになります。

　また、分割して建築しておりました病院新本館のＢ棟
（南側部分）が竣工し、病院新本館が完成いたします。
本館の南側部分には外来と病棟のほか、薬剤部や放
射線治療施設があり、７号館の改修が終わりますと、ほ

新年のご挨拶
大阪医科薬科大学
学長　佐野浩一

ぼすべての診療施設がそろいます。次に、６号館を撤
去して、大講堂と病院の管理部門を入れる新管理棟の
建築を行い、その後に南側に残るすべての病院の旧棟
を撤去して病院の整備が完成し、本部キャンパスの姿は
大きく変わります。

　このようなハード面での変化に加え、昨年、ご紹介い
たしました参加型臨床実習や大学設置基準の改正に基
づく基幹教員制度の導入をはじめとする専門教育の強
化などソフト面での変化も著しく、新たな医学教育の発
展に向かって無常を感じる年明けを過ごしております。
　このような変化の背景のひとつに想定を上回るスピード
で進む少子化があります。２０１８年に提案された中教審
の「２０４０年に向けた高等教育のグライドデザイン」は
２０４０年の１８歳人口が８８万人まで減少することを前提
としていましたが、実際には、２０２２年の出生数すなわ
ち２０４０年に１８歳となる人々の数は７７万人と推計を１１
万人も下回る想定外の減少であったため、文部科学省
が急遽２０２４年度から２０２８年度を私立大学の集中改
革期間と位置付け、時代と社会のニーズに対応する私
立大学等への転換を支援することとしています。本学は、
医療系の学部のみで大幅な定員割れを来すとは思われ
ませんが、学生の質が大きく変化することになります。今
までと同じ教育方法が通用するとは限りません。入試制
度の工夫に加え、新しい教育方法の採用が必要になり
ます。幸い本学は、全国で唯一、私立大学等改革総
合支援事業の４タイプ５項目全てが採択される実質的な
力を有する日本最優の私立大学です。本年もその実力
を活かして、国際的視野に立った良質の教育・研究・
診療を通して、至誠仁術を体現する医療人の育成に励
みますので、皆様のご協力をお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆様にとってよい年となりますよう祈念
して新年のご挨拶といたします。

旧学生会館

新学生会館

　新年、明けましておめでとうございます。旧年は記録
的な暑い夏とそれに続く秋は夏日がくりかえされました。
体調を崩された会員の先生もおられたかもしれません。
ご健勝をお祈り申し上げます。
　気温が一向に下がらなかった影響で、昨年は富士山
の初冠雪が１１月７日と異例な遅さでした。面白いことに
静岡市では前日の１１月６日に冠雪が見られましたが、初
冠雪と認定されませんでした。不思議に思い調べたとこ
ろ、初冠雪の発表は山梨県の甲府地方気象台が行う
事業だったのです。初冠雪の定義は「８月１日から翌年
の７月３１日までに山麓の気象官署から見て山頂付近が
初めて積雪などで白く見えること」だそうです。ニュース
で見聞きする「平年より〇日早い」や「〇日遅い」この
基準もわかりました。富士山の初冠雪の平年は１９８１年
～２０１０年の間の初冠雪を観測した日から算出して１０月
２日となっており、昨年は初冠雪が１１月７日でしたので、
平年より３６日遅いということになります。
　初冠雪とは別に「富士山初雪化粧宣言」と言うもの
もあるようです。これは山梨県富士吉田市の富士山課
が独自に確認しているもので、２００６年から発表されて
います。富士山はすっぽりと雪の帽子をかぶっているほ
うが、素敵です。冬は大気が透き通り、富士山がより美
しく見えます。ぜひ、寒い時期に静岡市に観光にいらし
てください。お茶や山葵、マグロやカツオも美味しいです。

　本年が東海大震災や富士山噴火のような大きな災害
がなく平和で、会員の皆様がご健勝で過ごせる素晴ら
しい一年になりますように祈念して筆をおきます。
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　明けましておめでとうござい
ます。皆様にはよい新年をお
迎えになられたこととお慶び申
し上げます。仁泉会諸兄には
平素から何かとお世話になり、
感謝申し上げます。
　昨年まで世界に蔓延した新
型コロナウイルス感染症は、３年余りを費やしましたが、
ワクチンや治療薬の開発もあり、死亡率が低下したこと
もあって、世界各国は各 の々経済の回復を優先し、世界的
にはＷＨＯの見解に基づき、日本では厚生労働省が感
染症５類に下方指定しました。その後、同感染症の感
染者数は、詳細は判りませんが、尚、かなりの方が感
染している模様で、コロナウイルスの再悪性化も心配さ
れます。

　一方、世界情勢は数か所で戦争や紛争が続き、ロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は４年目に入り、一進一退
を繰り返していますが、ロシアは北朝鮮兵を投入し、お
互いミサイル攻撃が始まるなど、多国間戦争への拡大
が懸念されます。又、イスラエルのパレスチナ（ハマス）
への攻撃も執拗を極め、多くの人を殺戮しています。こ
のような世界情勢の中、世界経済は不安定化しており、
昨年１１月５日はアメリカ大統領選挙でトランプ氏が返り咲
き、就任後は税率の引き上げによる減税策を取り、外国
からの輸入製品に１０～２０％の関税をかけることで日本は
物価が再上昇する可能性があるといわれています。これ
らのことから、日本経済は再び円安ドル高が進むのに併
せて全ての物価はインフレが進行しています。このような
経済状況が影響し、昨年度から今年度にかけての大学
病院の経営は、収入は少し増加が見られるものの支出
が大きく増え、収支差額の悪化が見られています。これは、
今年度の診療報酬改定がありましたが増額分は全て医
療従事者への給与増額分のみで、経営的な増収が全く
配慮されなかったことも経営悪化の要因です。
　ここからは、法人の財政等を含め、大学並びに大学
病院の現在のトピックスについて簡単に述べていきたいと
思います。

１．教育・研究レベルの向上
　教育レベルの統括を反映する医学部、薬学部並びに
看護学部の国家試験は、【図１】に示すように、昨年
度の合格率は新卒と総合は各々97.3％と95.8％、89.5％
と79.9％、100％と100％となり、下段に参考として示す各々
の全国平均に比べて高く、各学部の国家試験へのたゆ
まぬ努力が窺え、嬉しく思います。
　一方、研究に関しては、国は少子化への対応として
私立大学の教育研究体制の改革を急いでいますが、
文部科学省の２０２３年度（令和５年度）私立大学等改
革総合支援事業では、本学は全国で唯一、タイプ１か
らタイプ４（タイプ３は２項目共）の４タイプ５項目がすべ
てが採択され、本学の教職員の日々 の活動の成果がこ
の大きな快挙として現れたものと嬉しく思います。具体的
には、本学が大学として設置しているＢＮＣＴ共同臨床
研究所・小児高次脳機能研究所・薬用植物園で行っ
ている特色ある高度な研究の強化がタイプ２として、又、
ＮＨＫのプロジェクトＸでも紹介されました「心・血管修
復パッチ『シンフォリウム』の保険適用」や「半月板スキャ
フォールド」など研究成果の社会実装も同事業タイプ５と
して採択されています。
　さらには、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の研

究費による課題も増加しており、文部科学省の科学研究
費助成事業の採択件数は大学統合以来毎年５５～５７件
程度と一定の水準を維持し【図２】、本学は厚生労働
省の科学研究費や公益法人からの研究費の更なる獲
得に一層力を入れてまいります。

２．私立学校法の改正
　数年前に生じた一部大規模大学の不祥事による反省
から、文部科学省は２０２５年（令和７年）４月に私立
学校法を改正することになり、理事会、監事と評議員会
の執行と監視・監督の役割の明確化・分離を謳い、
特に各々の権限分離と整頓が行われ、【図３】に示すよ
うな同改正の概要がまとめられ、全学校法人の寄附行
為の改正も含むガバナンスと透明性が強化されます。

３．大学病院並びに法人の収支
　昨年（２０２３年）度は、大学病院の収入は少し増
加したものの新型コロナウイルス感染症関連の補助金は
全く無くなり、支出額は【図４】にありますように約１０年
前（２００９年度比）に比べ人件費は 1.4 倍、医薬品費
は２倍、医療材料費は1.9倍、委託費は1.8倍、減価償
却費は３倍と、恐ろしい程の増加となっており、法人の

収入源は診療報酬や補助金の増加が進んでおらず、２
０２３年度の法人の事業活動収支差額は大きく低下しまし
た【図５】。又、同年度の本学法人の純資産は１,２６７億
２千４百万円に、金融資産は４１７億５千万円にそれぞれ
上昇しましたが、借入金の１８６億３千万円は病院工事の
進展により今年度は増加する予定です【図６】。

４．医師の働き方改革
　本邦では、医師が健康に働き続けることのできる環境
を整備することは、医師本人はもとより医療の質・安全
を確保する上で重要であるとの観点から、医師の労働
時間は一般労働者の上限時間と同じ９６０時間とし、そ
の他兼業医師、救急医師及び臨床研修医等は１,８６０時
間を上限とする規制を設けて２０２４年４月に法改正し、
改革がスタートしています【図７】。
　問題として残るのは労働時間が加算される兼業先で
の兼業時間管理であり、加えて出向先の病院は労働基
準監督署からの宿日直許可の受領等など、今後、同署
からの指導が予想されます。

５．病院新本館及び第１研究館の竣工
　病院診療分野の最終建築となる病院新本館のＢ棟

は、昨年末に最上階の１２階まで上棟され【図８】、年
明けより内装に入り、２０２５年５月に竣工し、すでに稼
働しているＡ棟との隔壁を取り払って結合させつつ１棟
化し、同年７月２２日（火）に開院します。１階はエント
ランスホールで、総合案内をはじめ初診や入院受付、
患者サポートエリアやおくすり窓口、カフェ、コンビニエン
スストアなどが配置され、病院の顔になります。地下１階
には種々の治療を行う放射線治療センターがあり、２階
から４階には同一臓器を診る内科と外科系診療科は同
一フロアで受付するなどユニット化した外来が設けられま
す。５階から１２階までは主に病棟になり、６階の小児科
病棟には屋外テラスやプレイルームが設置されます。外
来患者誘導システムの導入やＡＩの活用による会計など
の待ち時間短縮なども含め、スーパースマートホスピタル
の名に相応しい先進的医療体制を整えます。又、Ｂ棟も
バイオフィリアの考えを反映し、外来には高槻市の花々
のイラストに加え、倉敷・大原美術館と連携したホスピ
タル・アートを設置します。同時に、本院は患者様、そ
のご家族様や医療従事者にも優しい「温かい大学病院
づくり」活動を始めており、高度で安全な医療機能と温
かいホスピタリティある対応を兼ね備えた大学病院を築
いてまいります。

　一方、文部科学省は２０２８年までに全大学の耐震化
構想を立てており、本学も医学部に残る本部キャンパス
の古い建物として法医解剖室・研究室と実験動物セン
ターの建て替えを２０２４年５月に着工し、【図９】の如く
昨年末には外観が出来上がっており、第１研究館として
１階に法医解剖・研究施設、２階には実験動物センター
として病態モデル先端研究施設が設置され、医学部基
礎分野の一層の充実が期待されます。

６．市の「健康医療先進都市たかつき」宣言を支え
る大学病院の方向性
　上記の宣言をされた高槻市長と対談し、その内容につ
いては皆様に送付しました本大学誌『学報７号（２０２４
年１０月発行）』に詳細に記載されています。同市長は、
高槻市にはいくつかの中規模病院と多くの医院に加えて

高度医療と医療人を提供する大学病院があり、市民は
この医療体制の充実を享受し、高い健康寿命を誇って
いると述べています。この言葉を受けまして、本学法人
は豊かな人間性のある医療人（医師・薬剤師・看護師）
に高度な技術を授けて社会に毎年送り出すと共に、大
学病院は特定機能病院として先進的医療に取り組むだ
けでなく、指定１６疾患の拠点病院としての責務を果た
しつつ、三次救急等を含めた地域医療の最後の砦となっ
ています。加えて、医療の基本と言われる予防医学に
関しては、健康管理、そして未病や早期発見から早期
治療に対応するために健康科学クリニックを設置するな
どして注力し、多くの市民が利用しています。
　今後共、本大学病院は市民の皆様に親しまれる温か
い大学病院を目指して活動し、発展してまいります。

　本学法人は、設立当初より医学教育・研究・医療を
通じた社会貢献を行ってきました。現在では薬学部も加
わり、毎年、医師約１１０名、薬剤師約２９０名、看護
師約８５名を輩出、多くは学位を有し、或いは専門医・
専門看護師の資格を獲得した世のリーダーとなる方々
で、国内外の各地で活躍しています。【図１０】に示し
ますように、本学法人は医薬看の医療人を育成し、全
ての医療で社会に貢献する社会の公器として位置付け
られており、その立場は年々社会で高まりつつあります。
その活動は、ＴＨＥ（タイムズハイヤーエデュケーション）
から発表された「ＴＨＥインパクトランキング２０２４」の結
果にも現れており、本学はＳＤＧｓ３（健康と福祉）にエ
ントリーし、世界大学ランキングで１４９８大学中２９位、
国内大学で２位という高い評価になりました。本ランキン
グは国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に照らして大
学を評価する唯一のグローバル・パフォーマンス・テー
ブルで、ＳＤＧｓに貢献する上での包括的な卓越性を評価
しています。
　引き続き、法人の質の高い継続に主眼を置いて、教
職員にはＳＳＤ（自己研鑽）の実践とインテグリティの涵養
を促し、魂を入れた教育・研究、高度・安全医療の実践、
ガバナンスの担保、及び財政の好循環に力を注ぎなが

ら成長してまいりたいと思います。
　今後共、本学法人は更なる充実と成長を目指すべく、
２０２５年の法人スローガンを １．スマートワーク・堅実経
営と温かい大学病院づくり、２．病院新本館及び第１研
究館の開院と本格稼働、３．三師国家試験合格率と大
学進学率の向上、の３項目を掲げて、全教職員が力を
合わせて活動してまいりますので、よろしくご支援のほど
お願い申し上げます。
　仁泉会諸兄の今年のご健康と益々のご活躍を祈念申
し上げまして、新年のご挨拶と致します。

新年のご挨拶
東日本支部　支部長
中嶋秀人（学 37期）

　仁泉会の皆様、新年あけましておめでとうございます。
会員の先生方には健やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　２０２４年、日本におけるＡＩ技術の進歩は社会のさま
ざまな側面で大きな影響を及ぼしました。その中でも生
成ＡＩの進化が注目され、特にＣｈａｔＧＰＴをはじめとする
高度な言語モデルが教育、医療、ビジネス分野で広く
活用されるようになってきました。私自身はまだ使いこな
せていませんが，原稿の誤字脱字のチェック、スピーチ
やメールの文章の校正に使ったり、英語文献の内容の
解説にも用いたりしています。文献の解説では、わから
ない箇所についてさらなる説明を求めることもできますし、
自分の理解が正しいかを確認したりすることもできて役に
立っています。しかし、時にその説明内容が間違ってい
ることもあり、ＣｈａｔＧＰＴの言うことを鵜呑みにはできませ
ん。内容の確認は必須で注意が必要です。また、最
近は発表や講義のスライドに挿入するイラスト、たとえば
患者さんのイメージなど作成ができないかと試していま
す。イメージに近いイラストを作成してくれる場合もありま
すが、程遠い場合もあり、その場合は再度いろいろなプ
ロンプトを指示すると作成し直してくれるのですが、思い
通りにならずに繰り返すとかなり時間が潰れます。ちなみ
にこの挿入図は、「２０２４年の日本を象徴するイメージを
作成して」とのプロンプトに対して作成されたものです。
２０２４年の日本のパリ五輪・パラリンピックでの活躍と、

それに伴う感動を表現したイメージで、文化やクリーンエ
ネルギーなどの技術的進歩も融合して希望に満ちた１年
の象徴と説明されました。少し違和感もありますが、即
興で作成してくれますので、使いこなすことができれば
有効に活用できそうです。ＡＩ利用における倫理的課題や
誤用のリスクも議論されていますが、ＣｈａｔＧＰＴは医療現
場での診断サポートや研究データの解析、患者向けの
説明資料作成に寄与し、医師や研究者の業務効率を
向上できると思いますので、正しく上手に活用できるよう
になりたいと思っています。

　さて、昨年１１月１７日に私の出身教室の大阪医科大
学旧第一内科の同門会である紫水会総会がホテルグラ
ンビア大阪で開催され参加しました。大澤仲昭名誉教
授、花房俊昭名誉教授、また木村文治功労教授（学
２７期）を始めとする神経内科メンバー、さらには同期の
武内徹先生、池田宗一郎先生、吉田麻美先生にもお
会いでき、大変懐かしく楽しいひと時を過ごすことができ
ました。写真は同期一同です。今回の総会では大阪医
科薬科大学内科学講座内科学ＩＶ専門教授を務めてい
る武内徹先生から，「リウマチ診療の新たな潮流」とい
う演題で素晴らしい特別講演をしていただき、リウマチ
診療における最新の知見と武内先生が率いるリウマチ
膠原病グループの発展と業績を知ることができました。
　一方で、昨年は第一内科同門会メンバーの篠田恵一
先生（学２６期）と杉野正一先生（学２８期）が逝去さ
れました。お二人の先生には第一内科入局時からご指
導を受けて神経内科医として育てていただいたことに加
え，第一内科の中心メンバーとして教室と関連病院の発
展にも貢献されてこられましたので本当に残念でなりませ
ん。篠田恵一先生と杉野正一先生には御礼と感謝を申
し上げるとともに御冥福をお祈りします。
 

　東日本支部は、昨年６月８日に東京国際フォーラムの
東天紅で令和６年度東日本支部総会を開催しました。
総会の内容は副支部長の井利雅信先生から大阪医科
薬科大学仁泉会ニュース第５５巻第５号に報告させてい
ただきましたが，安藤嗣彦仁泉会理事長（学２０期）と
内山和久医学部学部長（学３２期）の両先生にお越し
いただき、大学の現況や進行中の病院新本館建築プロ
ジェクト、創立１００周年に向けた取り組みなどを伺うとと
もに、楽しく華やかな懇親の機会を共有することができま
した。今年は６月７日土曜日に同じく東京国際フォーラム
の東天紅で令和７年度東日本支部総会を開催させてい
ただく予定です。東日本支部の皆様にはあらためてご案
内差し上げますので、ご参集を賜りたくお願い申し上げ
ます。引き続き副支部長の井利雅信先生と協力して仁
泉会東日本支部の発展に努力する所存でございますの
で、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　最後に皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈りし、新
年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
長野県支部　支部長
高島俊夫（学 21期）

　仁泉会の皆様、明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願い申し上げます。
　大阪から遠く離れた長野県の仁泉会会員数は１０数
名と決して多くありませんが、長野県医師会活動に於い
ては、学２９期の野邑敏夫先生が長野県医師会副会長
を、学１４期の宮沢健先生が長野県医師会裁定委員長
を、学２１期の高島俊夫が長野県医師会参与、松本市
医師会顧問を務める等、仁泉会会員の活躍が目立って
います。
　さて、２０２４年には「医師の働き方改革」が開始さ
れました。「医師の働き方改革」は医師の長時間勤務
を改善するとこも目的の１つであると思いますが、現実的
には簡単に解決できない問題も多いと思います。
　我々松本市医師会が中心となり２０年前に立ち上げ
て、現在では松本市民はもちろん地域の住民にとって無
くてはならない存在となっている、松本市小児科・内科
夜間急病センター（以下急病センター）もその１つだと
思います。１年３６５日１９時から２３時まで小児科医と内

科医が毎日診療しているため、松本市内の開業医だけ
では手が廻らず、近隣の市町村の開業医、松本市内
の病院の勤務医、信州大学病院、長野県立こども病
院の勤務医に急病センターに出務してもらってようやく診
察医を確保している状態です。
　もし「医師の働き方改革」のために病院から急病セン
ターへ医師の派遣が無くなれば、高齢化が進んだ開業
医だけで急病センターを３６５日全て診療を行うことは不
可能と考えられます。元 ２々次病院の負担軽減のために
立ち上げ、松本圏内の住民、診療所、２次病院にとっ
て無くてはならない存在となっている急病センターを崩壊
させるわけにはいかないのです。新年早々に適さない話
題で申し訳ありません。本年もよろしくお願い致します。

新春のご挨拶
静岡県支部　支部長
吹田浩之（学 36期）

　新年、明けましておめでとうございます。旧年は記録
的な暑い夏とそれに続く秋は夏日がくりかえされました。
体調を崩された会員の先生もおられたかもしれません。
ご健勝をお祈り申し上げます。
　気温が一向に下がらなかった影響で、昨年は富士山
の初冠雪が１１月７日と異例な遅さでした。面白いことに
静岡市では前日の１１月６日に冠雪が見られましたが、初
冠雪と認定されませんでした。不思議に思い調べたとこ
ろ、初冠雪の発表は山梨県の甲府地方気象台が行う
事業だったのです。初冠雪の定義は「８月１日から翌年
の７月３１日までに山麓の気象官署から見て山頂付近が
初めて積雪などで白く見えること」だそうです。ニュース
で見聞きする「平年より〇日早い」や「〇日遅い」この
基準もわかりました。富士山の初冠雪の平年は１９８１年
～２０１０年の間の初冠雪を観測した日から算出して１０月
２日となっており、昨年は初冠雪が１１月７日でしたので、
平年より３６日遅いということになります。
　初冠雪とは別に「富士山初雪化粧宣言」と言うもの
もあるようです。これは山梨県富士吉田市の富士山課
が独自に確認しているもので、２００６年から発表されて
います。富士山はすっぽりと雪の帽子をかぶっているほ
うが、素敵です。冬は大気が透き通り、富士山がより美
しく見えます。ぜひ、寒い時期に静岡市に観光にいらし
てください。お茶や山葵、マグロやカツオも美味しいです。

　本年が東海大震災や富士山噴火のような大きな災害
がなく平和で、会員の皆様がご健勝で過ごせる素晴ら
しい一年になりますように祈念して筆をおきます。
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　新年、明けましておめでとうございます。旧年は記録
的な暑い夏とそれに続く秋は夏日がくりかえされました。
体調を崩された会員の先生もおられたかもしれません。
ご健勝をお祈り申し上げます。
　気温が一向に下がらなかった影響で、昨年は富士山
の初冠雪が１１月７日と異例な遅さでした。面白いことに
静岡市では前日の１１月６日に冠雪が見られましたが、初
冠雪と認定されませんでした。不思議に思い調べたとこ
ろ、初冠雪の発表は山梨県の甲府地方気象台が行う
事業だったのです。初冠雪の定義は「８月１日から翌年
の７月３１日までに山麓の気象官署から見て山頂付近が
初めて積雪などで白く見えること」だそうです。ニュース
で見聞きする「平年より〇日早い」や「〇日遅い」この
基準もわかりました。富士山の初冠雪の平年は１９８１年
～２０１０年の間の初冠雪を観測した日から算出して１０月
２日となっており、昨年は初冠雪が１１月７日でしたので、
平年より３６日遅いということになります。
　初冠雪とは別に「富士山初雪化粧宣言」と言うもの
もあるようです。これは山梨県富士吉田市の富士山課
が独自に確認しているもので、２００６年から発表されて
います。富士山はすっぽりと雪の帽子をかぶっているほ
うが、素敵です。冬は大気が透き通り、富士山がより美
しく見えます。ぜひ、寒い時期に静岡市に観光にいらし
てください。お茶や山葵、マグロやカツオも美味しいです。

新年のご挨拶
仁泉会大阪府支部連合会　会長
霜野良一（学 28期）

　新年あけましておめでとうございます。昨年は正月早々
に自宅マンションのソファーでうとうとしていたら、少し揺
れを感じたので、テレビをつけると能登半島で巨大地震
が発生していました。女性アナウンサーの「津波がきます。
早く高台に避難して下さい」と何度も絶叫する声が今で
も耳にこびりついています。翌日には日航機衝突炎上事
故がありましたが、乗客乗員全員無事ということで、奇
跡の脱出劇として世界に配信されました。また、宮崎で
の地震後は南海トラフが発生する可能性があるとのこと
で、我が家でも防災グッズを色 と々買い集めました。夏
は酷暑で外出する気になれませんでした。
　しかし、悪い事ばかりではなくパリオリンピックでは柔道、
フェンシング、レスリング、スケートボード、体操、陸上、
やり投げ、乗馬など数え切れないぐらいの多くの選手が
活躍して楽しませてくれました。そして、最もワクワクさ
せてもらったのが、ドジャースの大谷翔平選手の活躍で
す。ホームラン・盗塁の５０―５０の達成及びワールドシリー
ズでの優勝と何度も同じシーンを見ました。その他自民
党総裁選挙、衆議院総選挙、アメリカ大統領選挙もあり、
１年中話題に事欠かない年であったと思います。
　さて、仁泉会大阪府支部連合会としては、コロナ禍も
ほぼ治まり、２か月に１度の理事会、５月に支部長会、１１
月には学術講演会を開催しました。また、新年会、夏季
懇談会は難波の鳥よし本店で、安藤理事長、薬学部
同窓会役員の方をお招きし、色 と々情報交換をいたしま
した。実際の活動としては、ホームページの開設、メー
リングリストの作成、近隣支部の合同懇親会など会員相
互の融和を促進し、会費納入率の向上を図ってきました。
そして、阿倍野区支部長で府連・本部の理事であられ
る福本敏子先生（学２４期）の発案でなかなか予約が
取れない産業医講習会を仁泉会会員優先で行うことに
なり、初回は今年２月８日（土）に開催する運びとなりま
した。今後は年２回の開催を予定しています。
　最後に私事ですが、診療所を建て直すことになり、

昨年７月末で一旦閉院となりました。今年８月次男を院
長として新規開業する予定です。私としては無職となり、
毎日のんびりというかブラブラして過ごしています。運動
不足になるので週１～２回ジムで約１時間ウォーキングマ
シン、筋トレをしています。

二回り目をどう生きるか
西区支部　支部長
浅野彰彦（学 32期）

　夫婦ともに還暦を過ぎて船旅を楽しむようになった。昨
年の９月に「さんふらわあ、秋のデイクルーズ」という大
阪南港を正午に出港して明るい間に瀬戸内海の風景が
楽しめるというプランに参加した。秋晴れというより暑い
ほどの日であったが瀬戸内海の島々や三つの大橋のダイ
ナミックな景色を堪能できた。その旅の始まり出港して直
ぐに目についたのが今回の万博のシンボルというべき木
造の大屋根リングであった。一時は開催も危ぶまれた万
博もいよいよ数か月後には始まるのか、と思うと同時に思
い出が蘇ってきた。
　昭和３３年（１９５８年）３月１４日生まれの私にとって、
１９７０年の大阪万博での一番の思い出は、アメリカ館の
月の石ではなくフランス館の香水であった。コンパニオン
が少年のハンカチに一滴垂らしてくれた香りが脳に刻ま
れている。一方、小学１年生だった東京オリンピックの
記憶は、カラーテレビに映し出された日の丸の赤である。
日本選手団の入場行進での日の丸の赤は、私の視覚の
記憶のナンバー１かも知れない。嗅覚と視覚という脳神
経の１番と２番の記憶は強く残っている。
　７年前、６０歳を迎えた際に「還暦なんて実感がわか
ない」と思っていたのに、そこからわずか数年後に「オ
リンピックも万博も二度目の開催かぁ」と感慨にふけるの
であるから自分ながら勝手なものである。当時は「最も
晴天の確率が高い１０月１０日を開会式」として、以後は
祝日となって運動会などが行われる体育の日として親しま
れていたのに、いつの間にか１０月の第二月曜日に変更
され、気がつけば「スポーツの日」と名称まで変えられ
たのは誠に残念である。いまや孫の小学校の運動会は
平日開催となってしまっている。
　東京ディズニーリゾートに行った妻が、リゾートラインと
いうモノレールが周囲を一周していて便利だと言う。１９
７０年の万博の時にも会場を一周するモノレールがあった

よね、と言っても怪訝な顔をしている。乗り物に興味がな
いからなのか２歳年下なだけでも見えていた景色が違う
らしい。
　年初から昔話は止めにして二周目の人生のテーマを
考えることにしよう。三回目の五輪を目指して長生きを目
標にするのはどうだろう。５０年後と仮定しても１２０歳を
目指す必要があるが、それは人間の限界に近い。そも
そも５０年後に我が国が再び五輪や万博を開催できる国
かどうかもわからない。ならば体調を整えて楽しい船旅
のプランでも練るのが丁度良いのかもしれない。

　本年が東海大震災や富士山噴火のような大きな災害
がなく平和で、会員の皆様がご健勝で過ごせる素晴ら
しい一年になりますように祈念して筆をおきます。

謹賀新年　
― 70年大阪万博懐古 ― 

港区支部　支部長
奥村隆司（学 31期）

 新年明けましておめでとうございます。先生方に於かれ
ましては健やかに新しい年をお迎えした事をお慶び申し
上げます。今年は巳（蛇）年です。蛇は脱皮を繰り返
すことより復活と再生していくイメージから医療、治療、
再生のシンボルともされています。ＷＨＯのロゴマークにも
蛇が描かれています。我々医療人にとっていい年である
ことを期待します。
　さて今年は大阪・関西万博の年であります。万博と
いえば、７０年大阪万博の太陽の塔が浮かんできて、「こ
んにちは～こんにちは～世界の国から～」の三波春夫
が歌うメロディーが頭の中で聞こえてきます。いかにも昭
和的なリズムで当時の記憶が蘇ってきます。日本初アジ
ア初の国際博覧会であり高度経済発展時期もあって日
本全体熱狂的なブームで延べ約６４００万もの来場者が
ありました。当時私は中学生で数回行った記憶はありま
すが、具体的に何を見たか、どんなことに感動したかは
覚えていません。ただ、会場の広さ、人の多さと行列、
見たこともないデザインのパビリオン、近未来的な服を着
た綺麗なコンパニオンのお姉さんは記憶にあります。アメ
リカ館、ソ連館には入らず（実際には入れず）にあまり
人がいない小さなパビリオンで満足感を味わっていまし
た。万博はテーマを決めて先端科学技術が社会全体に
どのように寄与するのかを皆で考える博覧会で大阪万博
では「人類の進歩と調和」をテーマとし太陽の塔がそ
の象徴を示すものでありました。無線電話（携帯電話の

原型）、テレビ電話などが紹介されたのはよく周知されて
いますが、動く歩道、リニアモーターカーや電気自動車
も未来の乗り物として紹介されていました。意外なものと
して、缶コーヒー、ヨーグルトが大阪万博を契機として広
まったようです。大阪・関西万博に関して賛否両論はあ
りますが、私は単純に好奇心で楽しみたいと思っていま
す。この万博からどんなものが出てくるのか予想するのも
興味のあるところです。キャラクター「ミャクミャク」はご
存知と思いますが詳細はご存知でしょうか。細胞と水が
ひとつになったことで生まれた不思議な生き物で、赤い
部分は「細胞」青い部分は「清い水」でいろんな形に
変形できるようです。それを理解すると変な？デザインも
理解でき受け入れることが出来ます。大阪医大仁（細胞）
泉（清い水）会も脈々（ミャクミャク）と伝統を引き継ぎ、
時代に応じた変化をして更なる発展を期待します。それ
にしても人間自動洗濯機はどないになったんやろ。

新春に思うこと
浪速区支部　支部長
浪速区医師会　会長
久保田泰弘（学 36期）

　２０２４年５月２５日より有田繁広元会長の後、会長職を
拝命しました久保田泰弘です。
　新制医師会の発足後、他地区よりも６年遅れの昭和２８
年に「社団法人浪速区医師会」が設立され上原正成先
生が初代会長となりました。私で１５代目となります。
　医師会は、２０２４年５月時点では会員１８０名（A６３
名　B１１６名　C１名）で構成されています。
　浪速区の人口は令和５年度の統計では81,855人となっ
ており最近の平均増加率は2.9％です。
　浪速区には総合病院として愛染橋病院、なにわ生野
病院、富永病院。介護系に強いなにわ病院の４病院が
あります。
　浪速区医師会では、独自の医療システムが２つあります。
　１つ目は、２００９年に誕生した救急対応システムとして
の「ブルーカード」。現在も継続しており、いまでは近隣
の１７病院の協力のもとに運用しています。これにより救急
車なしでも、夜間でも病院に行きやすくなり、また救急搬
送時間も短縮しております。システム運用のために、１００
回を越える病診連携委員会（参加病院と浪速区医師会
の協議会）を開催してきました。

　２つ目は、多職種連携システムの「Ａケアカード」。これ
も通常のＳＮＳ形式のチャット機能だけでなく、今後の医療
ＤＸを見据えての薬剤情報や検査情報がすべてデジタル
で取り込まれており、今後の情報（３文書６情報）にも役
立つものと思われます。こちらは、浪速区内の団体（医
師会、歯科医師会、薬剤師会、訪問看護ステーション、
介護事業者）と行政協力のもとで２０１６年より在宅連携
協議会として運用しているシステムです。
　医師会としてこれまでコロナワクチン集団接種、個別接
種、発熱外来にも積極的に協力してきました。
　乳幼児健診、学校医活動、介護保険事業、産業医
活動、予防接種事業、特定健診、休日急病診療所勤務
など地域住民の健康安全に積極的に取り組んでいます。
　大阪市内の医師会は、災害対策、救急医療、感染
症対策、在宅医療（第 8 次医療計画を含む）、病診連
携等を一つの行政区で完結するのは、不可能だと考えて
います。なので二次医療圏（ブロック別）ごとで、トータ
ルとして協議し、問題解決していく事が急務だと考えてい
ます。
　また、医師会理事者と一般会員との間に、かなり距離
があると考えています。それが医政にも影響しています。
当会では、地域医療の明日を考える会として、新規開業
１０年目までの先生方を中心に交流会を立ち上げる事にし
ました。最近の若い先生方は医政に興味のない人が多く、
様 な々ゲストを招待し、討論する会です。
　今後、財務省、厚労省の言いなりにならず、国政にも
物言える役員を育てるためにも頑張って参りたいと思う所
存であります。今後ともよろしくお願い申し上げます。
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　新年、明けましておめでとうございます。旧年は記録
的な暑い夏とそれに続く秋は夏日がくりかえされました。
体調を崩された会員の先生もおられたかもしれません。
ご健勝をお祈り申し上げます。
　気温が一向に下がらなかった影響で、昨年は富士山
の初冠雪が１１月７日と異例な遅さでした。面白いことに
静岡市では前日の１１月６日に冠雪が見られましたが、初
冠雪と認定されませんでした。不思議に思い調べたとこ
ろ、初冠雪の発表は山梨県の甲府地方気象台が行う
事業だったのです。初冠雪の定義は「８月１日から翌年
の７月３１日までに山麓の気象官署から見て山頂付近が
初めて積雪などで白く見えること」だそうです。ニュース
で見聞きする「平年より〇日早い」や「〇日遅い」この
基準もわかりました。富士山の初冠雪の平年は１９８１年
～２０１０年の間の初冠雪を観測した日から算出して１０月
２日となっており、昨年は初冠雪が１１月７日でしたので、
平年より３６日遅いということになります。
　初冠雪とは別に「富士山初雪化粧宣言」と言うもの
もあるようです。これは山梨県富士吉田市の富士山課
が独自に確認しているもので、２００６年から発表されて
います。富士山はすっぽりと雪の帽子をかぶっているほ
うが、素敵です。冬は大気が透き通り、富士山がより美
しく見えます。ぜひ、寒い時期に静岡市に観光にいらし
てください。お茶や山葵、マグロやカツオも美味しいです。

　本年が東海大震災や富士山噴火のような大きな災害
がなく平和で、会員の皆様がご健勝で過ごせる素晴ら
しい一年になりますように祈念して筆をおきます。

　２０２４年５月２５日より有田繁広元会長の後、会長職を
拝命しました久保田泰弘です。
　新制医師会の発足後、他地区よりも６年遅れの昭和２８
年に「社団法人浪速区医師会」が設立され上原正成先
生が初代会長となりました。私で１５代目となります。
　医師会は、２０２４年５月時点では会員１８０名（A６３
名　B１１６名　C１名）で構成されています。
　浪速区の人口は令和５年度の統計では81,855人となっ
ており最近の平均増加率は2.9％です。
　浪速区には総合病院として愛染橋病院、なにわ生野
病院、富永病院。介護系に強いなにわ病院の４病院が
あります。
　浪速区医師会では、独自の医療システムが２つあります。
　１つ目は、２００９年に誕生した救急対応システムとして
の「ブルーカード」。現在も継続しており、いまでは近隣
の１７病院の協力のもとに運用しています。これにより救急
車なしでも、夜間でも病院に行きやすくなり、また救急搬
送時間も短縮しております。システム運用のために、１００
回を越える病診連携委員会（参加病院と浪速区医師会
の協議会）を開催してきました。

　２つ目は、多職種連携システムの「Ａケアカード」。これ
も通常のＳＮＳ形式のチャット機能だけでなく、今後の医療
ＤＸを見据えての薬剤情報や検査情報がすべてデジタル
で取り込まれており、今後の情報（３文書６情報）にも役
立つものと思われます。こちらは、浪速区内の団体（医
師会、歯科医師会、薬剤師会、訪問看護ステーション、
介護事業者）と行政協力のもとで２０１６年より在宅連携
協議会として運用しているシステムです。
　医師会としてこれまでコロナワクチン集団接種、個別接
種、発熱外来にも積極的に協力してきました。
　乳幼児健診、学校医活動、介護保険事業、産業医
活動、予防接種事業、特定健診、休日急病診療所勤務
など地域住民の健康安全に積極的に取り組んでいます。
　大阪市内の医師会は、災害対策、救急医療、感染
症対策、在宅医療（第 8 次医療計画を含む）、病診連
携等を一つの行政区で完結するのは、不可能だと考えて
います。なので二次医療圏（ブロック別）ごとで、トータ
ルとして協議し、問題解決していく事が急務だと考えてい
ます。
　また、医師会理事者と一般会員との間に、かなり距離
があると考えています。それが医政にも影響しています。
当会では、地域医療の明日を考える会として、新規開業
１０年目までの先生方を中心に交流会を立ち上げる事にし
ました。最近の若い先生方は医政に興味のない人が多く、
様 な々ゲストを招待し、討論する会です。
　今後、財務省、厚労省の言いなりにならず、国政にも
物言える役員を育てるためにも頑張って参りたいと思う所
存であります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

病院４０年の歩み
～チーム医療のmission

生野支部　支部長
医療法人穂翔会　村田高穂（学 22期）

　仁泉会の同窓の皆様、新年おめでとうございます。
本年も宜しくお願い申し上げます。
　２０２４年４月、村田病院は開院４０年を迎えました。
今日まで脳神経外科病院として地域医療を継続できまし
たことは、皆様のご支援のお陰であり感謝申し上げます。
ここでは、私たちの「チーム医療」のｍｉｓｓｉｏｎを総括し
ます。

Mission1「親切な医療」
　「親切な医療」とは、読んで字の如く「思いやり深く
丁寧な医療」です。
　開院時の私たちの合言葉は、「自分の家族や大切な
人を診てもらいたいと思える病院」であり、脳神経外科
の診療が「きつい・汚い・危険」の３Ｋの仕事と嫌わ
れる中で、スタッフは「病める人のために自分の幸せをシェ
アする思いやりの医療」を継続しました。
　２００５年回復期リハビリテーション病棟を開設し、救急
診療と急性期診療における「断らない病院」、急性期
から回復期リハビリテーション診療連携における「患者さ
んと医療者が治療目的を共有できる病院」、退院後の生
活期ケアにおける「面倒見の良い病院」をモットーとしま
した。
　２０１５年開院３０周年にあたり、医療者のクレド「あな
たの歓びが私の喜びです、あなたの人格を尊重します、
あなたと誠実に向き合います」を作成し、「親切な医療」
の理念共有を行いました。

Mission2「安心・安全な医療」
　「安心な医療」とは、「患者さんが安心して受けること
のできる医療」です。
　１世紀前すでに、脳外科の父 Harvey W Cushing 博士
は、「医療は病気や臓器を診るだけでなく、患者さんの
心身と生活環境を考えて行うべきである」という教えを残
されました。
　患者さんは、いつも肉体的のみならず精神的な不安、
生活や仕事の心配を抱えながら医療を受けていることを
考えるべきであり、私たち医療者はそのような患者さんの
不安や心配と向き合い一緒に医療を行うという構えが求
められます。
　「安全な医療」は、チームで横断的に行う「医療安
全活動」です。
　医療事故がゼロとなることはありませんし、この３年間
の感染症禍で学んだ医療感染対策は必須です。
　私たち医療者は、科学的真実に基づく情報共有を行
い、「安全な医療」を励行することが求められます。

Mission3「良質な医療」
　「良質な医療」は、チームを構成するスタッフ個々の
自己研鑽と情報共有により築かれます。しかしながら、
組織化されたチームでは、スタッフが組織に埋没すると
いう現象を生じることがあります。
　故 Jhon F Kennedyアメリカ大統領の演説に、“Ask 

not what your country can do for you. Ask what 
you can do for your country！ ”　「国があなたに何を
してくれるのかを問うのではなく、あなたが国のために何
をできるかを問うて欲しい」という一節があります。
　良質なチーム医療は、スタッフ一人ひとりが自己研鑽
し医療レベルアップを図ることが、スタッフ間で正しい情
報共有を行うことにより創造されます。
　“Ask not what your team can do for you. Ask 
what you can do for your team！ ”　
　今年も、私たちの目指すチーム医療が、「親切な医療、
安心・安全な医療、良質な医療」をｍｉｓｓｉｏｎとして継
続されることを期待します。

２０２５年１月

世界は
東大阪支部　支部長
大西洋一郎（学 25期）

　２０２４年７～９月期インテルは２．５兆円の赤字を出し、
ダウからはじかれた、かわりにダウにＮＶＩＤＩＡが入った。
ＮＶＩＤＩＡはＧＰＵ専業で戦略がすぐれている。大学から
一般ユーザーまでがそれを使用してアプリをくめるように
全世界発信した。これが結局あたった。これで世界中
がＮＶＩＤＩＡのＧＰＵを使用するようになった。ＧＰＵでは一
強になってしまった。ウクライナは金もない、国民も４０００
万人から３０００万人もきろうかの状態で、欧米は必要な
武器の供給をやっていない。ゼレンスキーは激怒しなが
ら考えた。「我国には世界に誇れるＩＴ技術者がいる。こ
れとドローンをくみあわせればハッキングしにくいアプリとプ
ロペラからジェットエンジン使用で２０００㎞以上独自で飛
ばせる。これならドローン操縦者も比較的容易に作り出
せるし、やろうと思えばモスクワを飽和攻撃できる。中国
は１００歩進んでいるが世界一安いドローンを製造できる。
６兆円を世界に売っている。でもウクライナだってできる。
量産できれば世界が欲しがる磨き上げたドローンを３兆円
で売り出すことだ。世界中が欲しがるだろう。あと１年い
や２年、世界がウクライナを助けてくれれば、ロシアも弱っ
てくる。それまで何とか助けてくれ」でもしかし、イランドロー
ンも劇進化、超低空、５００㎏爆弾、秒速進化時代である。
ドローンの飽和攻撃で通常戦争でももはや世界は変わっ
てしまったのである。大阪医科薬科大学が２０２５年進化
発展しますように。

新年のご挨拶
高槻支部　支部長
保田 浩（学 31 期）

　仁泉会の皆様、新年あけましておめでとうございます。
昨年の新年挨拶にも書かせていただきましたが、少子
高齢化が予想以上に進んでいると感じております。当方
小児科であるため生後２ヵ月から予防接種をしておりま
す。そのため出生数が少ない事を日々 実感しております。
産科の先生方も実感されていることと思います。
　診察ですが去年の下半期はマイコプラズマ感染症が
大流行しました。開業（今年で３０年）以来これ程流行
した記憶がありません。キットも無くなった中、近隣の内
科の先生の協力でほぼ全例レントゲン検査をしました。
特徴的な所見の肺炎を併発していることが多かったです
が、入院はほとんどなく適切な抗生剤で治す事ができま
した。昨今の小児科では予防接種のおかげで、麻疹、
風疹、水痘などは全く診ることもなく、また点滴や入院を
必要とする児も減っております。この事は大変良いことと
感じております。今年はどのような感染症が流行するか
予想がつかず「感性を研ぎ澄まして診察する」にはや
や歳も取り、気力・体力も落ち、頭の回転もついてゆか
ない歯がゆさを感じております。もともと「カツオ・マグロ
体質」なので、できるだけ診察は続けてゆきたいと思っ
ておりますが、ずっと泳いでいる訳にもいかず静止する
時間も作ってゆきたいと思っている次第です。
　さて、仁泉会高槻支部におきましては、去年６月にホ
テルアベストグランデ高槻にて総会と講演・懇親会を執り
行いました。安藤仁泉会理事長、植木理事長、内山
医学部長、勝間田病院長ら多数の来賓も来られ、仁泉
会の現況、大学の近況、国家試験合格状況、病院新
本館概要などを説明していただきました。講演は一般消
化器外科教授李先生にお願いいたしました。懇親会も
大変盛り上がり、今年も６月に行う予定です。
　末筆になりましたが、仁泉会の皆様の益々のご活躍、
ご健康をお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせていただき
ます。
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病院長を退任しました
大阪医科薬科大学仁泉会　学内支部長
麻酔科学教室教授
南 敏明（学 36 期）

　あけましておめでとうございます。本年もご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。
　２０２４年３月３１日で病院長２期４年を全ういたしまし
た。仁泉会の先生方には多大なるご支援を賜り、あり
がとうございました。病院長任期の２０２０年４月からの４
年間はコロナ禍の４年であり、病院建築の４年でした。
またこの間に、病院機能評価機構の受審や医師の働き
方改革などいろいろと経験しました。多忙な中で唯一の
気分転換は阪神タイガースの試合観戦でした。いろい
ろな方から気分転換にどうぞとチケットを賜り、ありがとう
ございました。他大学の教授と阪神タイガースの前トレー
ナーと３人でコロナ禍の合間に甲子園で観戦後に記念
写真を撮影してもらったところ、その前トレーナーの方が
SNS にあげられた写真を見た本院のスタッフから「内緒
にしておきます」と言われ、全くプライバシーがないと感
じましたが、阪神タイガースの試合観戦を指摘されるの
であれば本望かとも思いました。
　病院長在職中はあまりにも会議が多すぎるので、事務
方との会議の打ち合わせは一切しない、事前に資料も
見ない、で会議の５分前に会議室で真剣に資料を確認
して時間を確保しました。あまりの忙しさに体重が６.５－７
キロ痩せてｉＰｈｏｎｅの顔認証が出来なくなるほどでした。
また学会参加もほとんど出来ず、日本専門医機構認定
麻酔科専門医の更新はできませんでしたので、２０２５年
４月からは専門医ではない教授として働きます。
　麻酔科・ペインクリニックでは、救命救急センター開
院による２４時間緊急手術対応、こどもの痛み外来の開
設、内臓神経ブロック・脊髄鎮痛の緩和ケアから在宅
医療への促進など医局員の頑張りが大きかったと思いま
す。特に、新型コロナウイルス感染症第４波では大阪府
全体が危機的状況に陥り、大阪府からさらに重症患者
受け入れの強い要請がありました。２０２１年５月１日～５
月１６日の間はＩＣＵだけではなくＭＦＩＣＵをコロナ感染専
用ＩＣＵとして運用し、麻酔科医が２４時間常駐し対応し
て貰いました。医局員に感謝、感謝です。
　２０２７年に迎える大阪医科大学創立１００周年記念事
業、病院新本館建築は「超スマート医療を推進する大
学病院」を基本方針に掲げて、工事が順調に進行して

いるところです。２０１６年３月に開院した中央手術棟で
は、医師・看護師・薬剤師・臨床工学技士・中央材料室・
物流・施設・事務によるチーム医療が実践され、２４時
間断らない手術室を運営しています。２０２２ 年７ 月には
病院新本館Ａ 棟が開院いたしました。最新設備を導入
した１２ 階建てで、その１階には三次救急機能を有した
大阪医科薬科大学病院救命救急センターが新設されま
した。２４時間断らない救命救急センターと２４時間断ら
ない手術室との連携はスムーズで、超緊急手術が施行
されています。また、２０２５年５月３０日には病院新本館
Ｂ棟が竣工いたします。病院新本館Ｂ棟の目玉は、サポー
トエリアと臓器別に内科系診療科と外科系診療科が同
一エリアで診療するユニット制です。是非、見学にお越
しください。

17
貝塚市支部　支部長
川崎康寛（学 35期）

　あけましておめでとうございます。ＣＯＶＩＤ-１９について
はまだまだ油断してはならないと思いますが、ようやく先が
見えてきたように思います。今年は大波を越えて、今後
のクリニック経営をどうするかをしっかりと考える年になるの
ではと考えています。また、医師会や学会において、コ
ロナ禍を経て一般化したリモート会議やＷｅｂ研修会とい
うような利器を活用しつつ、顔を合わせる機会をどう作っ
ていくかということも考える時期になっていると思います。
　さて、昨年の地元医師会の会長を拝任しました。昭
和２２年の設立から７７年、数えれば第１７代会長という
ことのようです。そんな話を聞くと、今までそれほど気に
していなかった１７という数字があちこちで気になるように
なりました。
　まずは、ＳＤＧｓです。「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals：SDGs）」として、１７の目標が上げ
られています。我々に関係するものとしては、先ずは
「3. すべての人に健康と福祉を」でしょうか。具体的な
内容については、ユニセフのホームページに載っていま
すが、周産期死亡の減少、感染症死の減少などをは
じめとして保健サービスの向上が上げられています。日
本ではほぼ達成されている事項ですが、懸念されるの
はオーバードーズを含む薬物濫用あたりではないでしょう
か。もともと未成年者の喫煙防止・禁煙支援について

は取り組んでいましたので、今後も若年者を中心に薬
物濫用も含めて取り組みたいと思います。
　スポーツの世界でも１７が躍動しています。パリ五輪男
子バスケットボールで活躍した河村勇輝選手はバスケット
最高峰リーグのアメリカのＮＢＡに挑戦しています。グリズ
リーズで背番号１７を得て、出場機会も増えているようで
す。一方、日本プロ野球の背番号１７は、阪神の青柳晃
洋投手、ロッテの佐々木朗希投手、ソフトバンクの有原
航平投手、日本ハムの伊藤大海投手あたりが名前の通っ
たところでしょうか。今年は青柳選手、佐々木選手はアメ
リカ大リーグに挑戦するようです。その大リーグで背番号
１７と言えばドジャースの大谷翔平選手です。２０２４年の
活躍、いえ大活躍は記憶に新しいところです。この活躍
はチームの同僚との協力、チームスタッフや家族の支援
なくてはなしえなかったと思います。医師会でも会長だけ
が突っ走っても前に進みませんし、理事や事務局の支え
があってこそのことでしょう。今年もあちこちで１７を気に
しながら、医師会活動に注力していきたいと思います。

新春の御挨拶～京都仁泉会の
２０２４年度活動報告

京都仁泉会　会長
河野龍而（学 35期）

　仁泉会会員の皆様、明けましておめでとうございます。
令和６年５月２６日に令和６年度の仁泉会定期総会がホ
テルグランヴィア京都にて完全対面形式で開催されまし
た。京都での開催でしたので京都仁泉会の総会も兼ね、
出席者は６９名で無事に本年度の仁泉会定期総会・京
都仁泉会総会を終えることができお礼申し上げます。

　総会では、安藤理事長、植木理事長、佐野学長、
内山医学部長、勝間田病院長から母校の現状と将来
展望をお聞きすることができました。詳細は令和６年７月
１日発行の大阪医科薬科大学仁泉会ニュースをご覧くだ
さい。総会終了後、５年ぶりの立食対面形式での懇親
会が開催され会員相互の親睦を図ることができ、和気
藹々の雰囲気の中最後に学歌を斉唱し盛会のうちに終
了いたしました。

　８月２５日には「音楽の夕べ」を開催でき３７名の会員

が参加されました。１１月１６日には京都仁泉会学術講演
会を開催し２６名の会員が参加されました。大阪医科薬
科大学眼科学教室教授の喜田照代教授に「糖尿病性
網膜症・黄斑浮腫の治療と病診連携」という演題で御
講演を賜りました。講演して頂きました先生、御参加頂
きました会員の先生方にも心から感謝を申し上げます。

　また、竹中 洋先生（学２３期）が瑞宝中綬章を受章
されました。先生の受章を会員一同心からお喜び申し上
げるとともに今後ますますのご活躍を祈念いたします。

　仁泉会の第一の目的は、大阪医科薬科大学と附属
病院における医学の教育・研究及び学術交流の振興
を助成することです。また、仁泉会の第２の目的は会員
相互の親睦を図り、もって医学の教育・研究及び学術
の発展に寄与することです。今年度も仁泉会が一丸と
なり、母校の発展と拡大に向けて頑張ってまいりましょう。

　最後に、仁泉会のさらなる発展と皆様のご健康とご多
幸を祈願し、私の新春のご挨拶とさせていただきます。
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新春のご挨拶
宝塚支部　支部長
辰井 光（学 32 期）

　新年のご挨拶を申し上げます。皆様はどんな年を迎え
られましたか？
　身の回りではマイナンバーカードが不振にあえぎ、電
子処方箋の導入もハードルが高い状況で、個人的には
今年上半期には目の前の至近距離に医師会への届出も
なく私と同じ整形外科を含む医療モールができる予定な
どちっとも明るい話題がありません。そんな中、正直に
手放しでおめでとうと言える心境ではありません。
　こんなに後ろ向きなことばかり申し上げると仁泉会会員
諸氏には顰蹙だと思われるので、敢えてスポーツの話題
に転じることにします。周知のとおり野球界では大谷翔
平の大活躍と日本サッカーが勝ち進んでおり次のＷ杯で
は優勝はともかくベスト８が期待できる水準に上がってき
たこと、それと新春の大学駅伝が私の目下の楽しみであ
ります。
　決して優秀なランナーとは言えませんが自身も細 と々ラ
ンニングに取り組んでおります。走っているときは雑事を
忘れて青息吐息で走り終えたら、えも言えぬ達成感が
得られます。多少はランニングの効果もあってか（他は
持病のせいで）開業当初の頃からは体重も１５ｋｇほど
減りました。久しぶりに当院を受診した患者様からは「院
長は何かご病気ですか？」と勘繰られることも多いです
が（そういう患者は私に気遣って決して面と向かっては
申されず、そっと声を潜めてパラメディカルに訊かれるわ
けですが）別の機会には久しぶりに受診した人から「前
と同じ先生ですか？」と言われたことがあり、それにはさ
すがに苦笑せずにはおられませんでした。まあものは考
えようで人間、見かけだけではなく別人に生まれ変わっ
たつもりで謙虚に対応すれば許されるか？と一人ほくそえ
んでおります。
　自慢ではありませんがＤＭをはじめとして生活習慣病も
ちで両眼の白内障（左はその前に網膜剥離も）手術も
しておりますが、主治医の先生方にも恵まれて日々 リブレ
のセンサーをつけながら診療とランニングにいそしんでお
ります。
　アメリカの次期大統領にトランプ氏が選出され、わが
兵庫県知事には齋藤氏が返り咲きました。先が見通せ
ない混とんとした時代になりました。いろんな意味で既存
のマスコミではなくＳＮＳが幅を利かす時代になりました。

政治の話は、議論が白熱しますが発言に気を付けない
となかなか難しい側面もあるので敢えてコメントは致しま
せんが。私の場合、SNSは好きな音楽や料理、スポーツ・
紀行など楽しいことだけ見聞きするにとどめて決して深入
りしないように心がけています。ストレスとは無縁の生活
を目指していると早く呆けそうな気もしますが、このままし
ばらくのらりくらりと行こうと思います。
　冒頭に述べた医療事情や政治についてもよい兆しは
ありませんが、来年もしくは再来年から振り返ると実際に
はこれもよかった、あれも良くなったと言えるかもしれませ
ん。そういう消極的な将来に希望を求めつつ、粛 と々生
きようと考える今日この頃です。

新年のご挨拶
―R６年度仁泉会
　和歌山県支部総会の報告―
和歌山県支部　支部長　
湯川裕史（学 29期）

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年（R６）の下半期は、記録的な猛暑と、あちこち
での豪雨など、異常気象が続いた一年でしたが、会員
の皆様におかれましてはご健勝のこととお喜び申し上げ
ます。
　本年も昨年同様新年のご挨拶とともに、仁泉会和歌
山県支部総会のご報告を申し上げます。
　R６年度仁泉会和歌山県支部総会は、令和６年１１月
９日（土）にホテルアバローム紀の国にて開催されました。
今回は２１名の会員の出席をいただき、大阪薬大和歌
山県支部「紀薬会」役員の３名の方にも出席いただき
ました。
　総会ではまず、昨年より支部長を拝命いたしました湯
川（学２９期）より挨拶をさせていただき、本日出席のお
礼と、大阪医科薬科大学の同門の先生方のご活躍、
大阪薬大和歌山県同門会「紀薬会」との交流の件など、
今後の本支部の活動について話しました。
　本年度に１名の会員の方のご逝去の報告をいただきま
して、一同で黙祷を捧げました。
　総会議事では、村上浩一先生（学３２期）より庶務
報告があり、会員の現状などの報告を頂きました。新た
にご開業されました津田祐子先生（学５０期）が紹介され、

津田先生にご挨拶をいただきました。また大阪薬科大学
和歌山同門会紀薬会からご参加の３名の役員のご紹介
がありました。会計報告は塩崎 憲先生（学４２期）より
いただき、吉田隆昭先生（学３６期）に監査をいただき
ました。そして来年度の総会は令和７年（２０２５年）１１
月８日（土）に決定されました。
　例年、会員の先生方のご活躍の話題となりますが、日
赤和歌山医療センターでは吉田副院長を始め松谷泰男
先生（学３７期）が乳腺外科部、岡智子先生（学５０期）
が血液内科部長の要職を担われておられることは昨年に
もご報告いたしましたが、本年も松谷良清先生（学３２期）
が有田医師会長、津田祐子先生ご開業と、ご活躍の情
報が届きます。
　本年の特別講演は、大阪医科薬科大学麻酔科学教
授南敏明先生（学３６期）より、「大阪医科薬科大学
病院の現状と痛みのお話」というテーマでご講演を賜り
ました。まず病院新改築の当初より建築に携わっておられ、
中央手術棟新築から始まり、時系列に本学病院の変遷
をイラストや航空写真も織り交ぜてきれいなスライドでご提
示ご説明していただきました。さらにライフワーク？と銘打
たれました「痛み」について、これも懇切丁寧に、ご自
分の「痛み」の体験も織り込んでいただきながらわかり
やすく講演いただきました。さらに緩和ケアについての現
状もお話しいただき、これは現場の我々にとってもすぐに
でも参考になるものでした。
　会場を変えての記念写真撮影の後、いよいよ懇親会は、

後列左より　塩崎、横矢、平松、山本、家田、丸山、木下、抜井（紀薬会）和田（紀薬会）
中列左より　片岩、大森、柳川、津田、藤田、松谷（泰）、吉田、村上
前列左より　岡崎（紀薬会）、橋本、田伏、湯川、南、古田、西岡、松谷（良）

南教授や紀薬会の役員の方々にもご参加いただき、田
伏俊作先生（学２０期）の乾杯のご発声で開宴しました。
そこここで会話や笑いが絶えないまま会の盛り上がりも最
高潮となり、恒例の自己紹介では、仕事や体調などの
近況報告に加えまして、今取り組まれていること、皆さ
んに披露報告したいことなどのスピーチが続きます。今
回も大阪医大の学歌斉唱で懇親会もお開きとなりました。
　今年も「ひとたび一堂に会せば身も心も一つになれる
のは同門会のすばらしいところ」という思いを常に心に
抱きながら、次年度の総会や何らかの企画に向かって
いきたいと思っています。
　仁泉会会員の皆様には、本年もどうぞお健やかにお
過ごしいただく事を祈念いたします。

ご出席の先生方：（敬称略）
南 敏明（学３６期）、古田浩太郎（学１４期）、田伏俊作（学
２０期）、西岡昭規（学２３期）、橋本忠明（学２５期）、
湯川裕史（学２９期）、柳川百代（学３１期）、松谷良清（学
３２期）、村上浩一（学３２期）、吉田隆昭（学３６期）、
松谷泰男（学３７期）、藤田定則（学３８期）、木下博之（学
４１期）、丸山晋佑（学４１期）、塩崎 憲（学４２期）、
津田祐子（学５０期）、家田淳司（学５３期）、山本直之（学
５３期）、片岩真依子（学５４期）、平松政高（学５５期）、
横矢悠太（学６１期）、大森陽子（学７３期）
（紀薬会より）　岡崎弘記、抜井栄二、和田恵理子　

　以上２５名
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新春のご挨拶
岡山県支部　支部長
小出尚志（学 28期）

　新春の候、皆様におかれましてはご健勝にて輝かし
い新年をお迎えのことと存じます。岡山支部を代表して
新年のご挨拶を申し上げます。

　さて、巳年は、実を結ぶ年、そして新しいことが始ま
る年と言われますが、２０２５年問題や２０４０年問題を視
点に２０２５年は大きなターニングポイントと思います。
　社会は、昨年、コロナ禍を超えて「平時」に戻り、
そして医療に影響を及ぼす最大の関心事も「少子高齢
社会」の深化という本筋の命題に戻りました。２０２５年は、
団塊世代の全員が後期高齢者の仲間入り果たし、持続
可能な新たな医療介護提供体制である地域包括ケアシ
ステムの構築の最終章と位置付けられ、さらに２０４０年
に向けて今後急速に進む労働人口の減少を踏まえての
賃金の上昇を伴う人材確保や働き方改革、医療ＤＸや
イノベーションの推進などが大きな課題となってきます。
　この様な状況の変化の中で、多くの医療機関が持続
可能な経営を模索しつつ、地域医療の担い手としての
使命を果たし続ける努力をされています。同窓生の皆
様におかれましても、日々 の業務の中でこのような課題に
直面され、試行錯誤されていることと拝察いたします。
このような時代だからこそ、同窓会の存在意義が改めて
問われていると感じます。同じ学び舎を共にした仲間が、
知識や経験を共有し合い、互いに支え合える場がます
ます重要になると思います。
　しかし、岡山支部では昨年も支部例会や交流の場を
設けることができず、皆様と直接お会いする機会を失っ
ていることを深くお詫びしなければなりません。コロナ禍
を経て会員情報の更新が叶わず一からの出直しが必要
な状況にあります。本年は、支部例会の再開を目指すと
ともに、若い世代を含めた多くの会員の皆様が参加しや
すい新しい形の活動を模索し、支部活動の活性化に努
めてまいりたいと考えておりますので、ぜひとも関係者の
皆様のご協力をお願い申し上げます。

　終わりになりますが、本年が皆様にとりまして、健康と
幸せに満ちた実り多き一年となりますことを心よりお祈り申
し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。本年もど
うぞよろしくお願い申し上げます。

新年の挨拶
香川県支部　支部長
大谷昌裕（学 40期）

　新年あけましておめでとうございます。
　２０２４年４月、前支部長石田達也先生（学２８期）
から支部長を引き継がせて頂きました。仁泉会会員の皆
様には本稿をもってご挨拶とさせて頂きたく存じます。
　まずは、自己紹介をさせて頂きます。私は１９９１年３月
に本学を卒業し母校の一般消化器外科教室へ入局しま
した。岡島邦雄教授に師事し、厳しく素晴らしい教育を
受けました。素晴らしい本学で初期研修を開始し、岡島
教授の下で教育を受ける機会を得られた事について本
学に感謝しています。２００１年に本学にて学位を頂き、
２００３年から縁あって香川県に職場を移しました。そして
現在まで香川県予防医学協会にて診療所長を務めさせ
て頂いています。香川県には島田眞久先生（学１４期）
が過去に副学長を務められた香川大学医学部がありま
す。近年では田中嘉雄先生（学２８期）や堀井泰浩先
生（学３７期）が教授としてご活躍されるなど本学とは決
して縁が希薄な地域ではありません。その中で私も２０１３
年から現職の傍ら香川大学医学部臨床教授として学生
教育の機会を頂戴し、将来の医療に役立つ人材育成の
ため地域貢献をさせて頂いています。現職において組
織のリーダーであるために、また教育の現場に立たせて
頂く身として自己研鑽の必要性を痛感し、２０１６年５０歳
時に経営学を学ぶため再受験し、香川大学地域マネジ
メント研究科に入学しました。ＭＢＡという資格を取得しま
したが、医学教育では学べなかった経済学・財務人材
管理学・会計学・商取引・政策立案など学ぶことがで
きました。学びは現職のみならず学生教育にも生かすこ
とが出来ており、医学教育の中にも経営学は一部でも取
り入れられれば人材育成に役立つと考えています。その
後コロナ感染症の流行期を経て、支部会にて役員交代
という案件が持ち上がり支部長先生からご指名頂きお役
を継承することとなりました。
　支部長就任後の活動についてですが。私の目標は同
窓会ＯＢ会の更なる発展であります。大学は学部合併に
より大きくなったのですが、それに伴いＯＢ会も古い単科
大学としての活動に留まらず学部間の垣根を取り払った
活動をすることが大学の価値向上に寄与すると考えてい
ます。仁泉会本部の方のご協力の下、薬学部支部会と
の繋がりを作ることが出来たことが２０２４年の成果です。

徐々に大学だけでなくＯＢ会の醸成にも努め、本学およ
び仁泉会のお役に立てるよう頑張りたく思います。
　仁泉会会員の皆様には今後ともご指導ご鞭撻願えれ
ば幸いに存じます。今年も会員の皆様にとって良い一年
でありますように。
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受賞・受章の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受賞・受章等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

瑞宝小綬章
　近森正幸先生　（学部２１期）保健衛生功労

瑞宝双光章
　松岡伸二先生　（学部１９期）学校保健功労

旭日双光章
　富永俊彦先生　（学部２９期）保健衛生功労

受 章 報 告

令和６年秋の叙勲において下記の先生方の受章が判明いたしました。

母校として慶事でありますので、ここにご報告させていただきます。

大阪府医師会医学教育功労者表彰に際して
　この度、去る１１月３日に開催されました大阪府医師会
創立７７周年記念式典において、「医学教育功労者」と
して表彰を賜りました。さらに、翌１１月４日の大阪府医
師会医学会総会では、記念講演として「これからの循
環器医療： ＤＸとチーム医療の進化」と題した特別講
演を拝命し、多くの先生方にお話しする機会をいただき
ました。
　この表彰は、大学・病院における医学教育や研究活
動に長年尽力するとともに、大阪府医師会の学術活動
や生涯教育の推進に寄与した功績を評価いただいたも
のです。本賞は昭和５２年から始まり、本学からは河野
公一名誉教授、黒岩敏彦名誉教授に次ぐ３人目の受賞
となります。このような光栄ある表彰を受けることができま
したのは、仁泉会の皆様方のご指導と温かなご支援の
賜物であり、深く感謝申し上げます。
　今後もこの名誉に恥じぬよう、一層研鑽を重ねてまい
ります。引き続き、変わらぬご支援とご指導を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

星賀正明（学 34 期）

受 賞 報 告

令和６年１１月３日開催の大阪府医師会創立７７周年記念式典において、星賀正明先生が医学教育

功労者の表彰を受けられましたので、ご報告申し上げます。
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会場の様子（本学看護学部講堂） スタッフ一同

　この度、第２０回日本中性子捕捉療法学会の大会長
を拝命し、本年７月２６日－２７日に本学看護学部講堂に
て開催いたしましたのでご報告いたします。ご存知のよ
うにホウ素中性子捕捉療法（BNCT： Boron Neutron 
Capture Therapy）は、２０２０年６月に局所進行又は
局所再発頭頸部癌に対する保険診療が始まり、現在本
学と南東北ＢＮＣＴ研究センターの２カ所で実施されてい
ます。特に本学は加速器 BNCT を実施する国内唯一
のアカデミアであり、その臨床、研究、教育の中心とな
るべく全学を挙げてＢＮＣＴを推進しています。
　日本中性子捕捉療法学会（JSNCT： Japanese Society 
of Neutron Capture Therapy）は、日本中性子捕捉
療法研究会として発足し、２００３年に第１回学術集会
（現本学ＢＮＣＴ共同臨床研究所所長小野公二先生大
会長）が開催されました。２００６年に日本中性子捕捉
療法学会と改名され、以降毎年学術集会を開催してき
ました。さらに、本年１月には一般社団法人となり、今
回は法人化後の最初の学術大会となりました。

第20 回 日本中性子捕捉療法学会
（JSNCT）学術大会開催報告

　今大会のテーマは「Integration of Research for 
Patients」といたしました。中性子捕捉療法（NCT）は、
医学、物理学、生物学、化学、薬学、工学など多岐にわたる
分野の叡智を結集した学際的な領域です。各分野に
おける先人の献身により、BPA （Boronophenylalanine） 
の開発、熱外中性子の利用、加速器の開発など、いく
つかのブレイク・スルーを経て２０２０年に保険医療となり
ました。一方で、保険診療の開始から４年が経過し、
さらなる適応腫瘍の拡大、中性子利用効率の改善、
照射方法の多様化、ホウ素濃度と腫瘍線量の解明、
新規薬剤開発など、多くの課題が浮き彫りになる等、
ＢＮＣＴは最先端でありながらまだまだ発展途上の医療
です。患者に提供可能な保険診療となった今、ＢＮＣＴ
に関わる全ての研究者が「For Patients」という原点
に立ち返り、同じ方向に向かって議論を深めることにより、
それぞれの研究成果を発展的に統合することが希求さ
れています。今回のテーマにはそのような思いを込めま
した。
　プログラムは、学会テーマを冠した３つのシンポジウム
「Integration of Research for Patients: From 
Clinical Medicine」, 「 Integration of Research for 
Patients: From Pharmaceutical Sciences」,  
「Integration of Research for Patients: From 
Medical Physics」を中心に、生物学、線量測定等の
他分野を含む一般口演 11セッション（４３演題）、ポスター
セッション（３２演題）、理事長講演等で構成され、
「For Patients」すなわち、いかに患者に届く治療にす
るかを意識した活発な質疑応答がなされました。

文責／大阪医科薬科大学 放射線腫瘍学教室 教授
関西ＢＮＣＴ共同医療センター センター長
二瓶圭二（特別期）

　参加者は、放射線腫瘍医の他、頭頸部外科医、脳
外科医、医学物理士、技師、看護師、薬学者、化学
者など多分野から、また海外からの参加も含め、３００
名近くになりました。本大会翌日の７月２８日には、高槻
城公園文化芸術劇場に場所を移し、「ＢＮＣＴ市民公開
講座」を開催しました。関連企業の代表者、各施設の
医師から、一般の方々に対してＢＮＣＴの歴史や現状に
ついて、説明がなされました。
　今後、適応疾患拡大やＢＮＣＴ普及を推進するには、
各診療科、関連分野の関与が極めて重要と考えています。

ぜひ本学の臨床医、研究者の皆様に興味を持っていた
だき、積極的に関与していただけますと幸いです。今後
もＢＮＣＴの推進により、本学のがん診療の発展に貢献し
ていく所存です。
　最後になりましたが、本大会開催にあたり過分なご支
援を賜りました仁泉会の皆様、また、本学開催について
ご尽力いただいた理事長、学長、看護学部長をはじめ、
すべての本学関係者にこの場を借りて厚くお礼を申し上
げます。

市民公開講座（高槻城公園芸術文化劇場）ポスターセッション
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　この度、第７回日本法医病理学会学術全国集会を２
０２４年９月２０日（金）、２１日（土）の２日間、京都市
の株式会社島津製作所本社メインホールにおいて開催
いたしました。（図１）開催にあたっては、大阪医科薬
科大学仁泉会からのご支援を賜わり厚く御礼申し上げま
す。日本法医病理学会は，法医病理学に関する研究
及び診断の進歩向上を図ることを目的に、１９９３年（平
成５年）に法医病理勉強会として発足し、翌１９９４年に
法医病理研究会に名を改め、四半世紀にわたり活動を
続けてきたのち、２０１７年９月に学会化しております。本
学会では、「現実を直視し、未来を正しく予見する」を

第７回日本法医病理学会
学術全国集会を終えて

理念として掲げ、「法医病理学に関する研究及び診断
の進歩向上を図ること」を目的とし、目的達成のため年
１回の学術集会、セミナーの開催、学会誌「法医病理」
の発刊、社会に向けて提言等の活動を続けております。
　近年、性犯罪に対する処罰意識の高まりを受け、性
犯罪に対する法整備が進んでまいりました。このような状
況下、昨年には某芸能事務所による性暴力被害が広く
社会に知られることとなったほか、性暴力に関する刑法
の改正が行われ、「不同意性交罪」として同意がない
性行為は犯罪になり得ることが明確に示されました。そこ
で本学術集会では、最近の社会情勢に鑑み、「性暴力
被害を考える」と題したシンポジウムを企画いたしました。
シンポジストとして大阪府警捜査第１課性犯罪担当の坂
本千奈津補佐には、「警察の性犯罪事件への取組み」、
大阪府警科学捜査研究所の志摩典明主席研究員から
は「薬物分析の立場から ～犯罪の痕跡を捉える～」、
京都大学名誉教授の金子周司先生からは「睡眠薬と
事故・犯罪：薬理学の観点から」、元最高検察庁検事
で昭和大学法医学講座教授の城（タチ）祐一郎先生
からは「デートレイプ・ドラッグなどの薬物による性犯罪を
めぐる諸問題（検察の立場から）」とそれぞれ題して、
ご講演をいただき、近年大きな社会問題となっている、
デートレイプドラッグ被害や性虐待等について知見を広め
るとともに、性暴力対策の現状や問題点などについても
議論を行いました。また基調講演として、参議院議員秋
野公造先生には「日本法医病理学会の先生方との歩み
について」と題したご講演をいただきました（図２）。さらに、

文責／第７回日本法医病理学会学術全国集会顧問
鈴木廣一（学 29期・昭和 55 年卒業）
（大阪医科薬科大学名誉教授）

法医病理学に加えて法医中毒学、法医遺伝学、死後
画像診断情報など法医学全般についての多くの研究や
鑑定経験の発表をしていただき、対面での活発な深い
議論を進めました（図３）。
　学会当日は秋とは思えない猛暑に見舞われましたが、
両日で延べ２００名を超える皆様のご参加を頂き、総演
題数２６題（基調講演１題、若手研究者報告１題、シ
ンポジウム４題、一般講演２０題）というこれまでの倍近
い発表を頂きました。特にシンポジウムでは、時間を超
過しての総合討論が行われ、多くの参加者からは「非

常に興味深い発表であった。」「今後の業務や研究に大
いに役立つ発表であった」などの好評を得ました。今回
このような学術集会を成功裏に終えることができましたこ
とは、年会長である法医学教室の佐藤貴子教授はもち
ろんのことですが、学術集会顧問として開催をサポート
いたしました私自身にとりましても大きな財産になったと
思っています。
　最後になりましたが、今回の学術集会に際してご支援
を賜りました大阪医科薬科大学仁泉会会員の皆様に、
本号の誌面をお借りしまして、心より御礼申し上げます。

令和６年 9月 20 日（金）

〈島津製作所 本社１F  115 号室〉
11：15 ～ 12：15 第 29 回理事会 

〈島津製作所 本社 メインホール〉 
12：00 ～ 受　付
12：30 ～ 12：35 開会の挨拶
12：35 ～ 12：55 総　会
12：55 ～ 13：15 2022 年度若手研究助成報告
 村瀬先生（香川大学）
13：15 ～ 13：25 休　憩
13：25 ～ 14：35 シンポジウム１
 （性暴力被害を考える）
14：35 ～ 14：40 休　憩
14：40 ～ 16：10 シンポジウム 2
 （性暴力被害を考える） 
16：10 ～ 16：15 休　憩
16：15 ～ 17：15 一般演題（1～ 5）　
17：15 ～ 17：20 休憩　
17：20 ～ 18：20 一般演題（6～ 10）
18：20 ～ 18：30 第 30 回理事会（新理事会）

〈フォーチュンガーデン京都〉
19：00 ～ 20：30 懇親会

令和６年 9月 21 日（土）

〈島津製作所 本社 メインホール〉
 8：30 ～ 開　場
 9：00 ～  9：30 基調講演　秋野公造先生
 9：30 ～  9：45 令和６年能登半島地震
 被害地域への派遣について　
 9：45 ～ 10：00 表彰式
10：00 ～ 10：05 休　憩
10：05 ～ 11：05 一般演題（11 ～ 15）
11：05 ～ 11：10 休　憩
11：10 ～ 12：10 一般演題（16 ～ 20）
12：10 ～ 12：20 閉会の挨拶、次期会長の挨拶

図３：学術集会日程表図１：学術集会ポスター

図２：学術集会会場入り口で（左より、近藤稔和理事長、
一人置いて佐藤貴子会長、秋野公造先生）

第 7回日本法医病理学会学術全国集会日程
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第 42 回日本小児心身医学会チラシ

大学の心身症グループと一緒に

　この度、２０２４年９月２０日～２２日に第４２回日本小児
心身医学会学術集会（於：東京代々木オリンピック記
念青少年センター）を無事終えることができましたのでご
報告申し上げます。本大会では「小児心身医学の現在
の知・実践～未来へ」をテーマに掲げさせていただき、
日頃、小児の心とからだの医療・診療・研究に懸命に
従事する小児科医、心理士などのよい学びの場になる
こと、そして仲間・同志のつながりの場になることを願い
ながら準備、そして開催させていただきました。大会長
講演では、「小児心身医学における明確な視点をもって
診療する重要性について」のタイトルで、バイオサイコソー
シャルの要素を複合的に絡む慢性頭痛において“痛覚
変調性疼痛”などの新しい病態に基盤を置きながら、
最終的には本人の成長、発達課題を克服することを目
標に、寄り添いながら診察する重要性についてお話させ
ていただきました。また私が成育医療研究センターに来

第 42 回日本小児心身医学会
学術集会を終えて

るきっかけを作ってくださったジョン高山先生をお招きし
て、ｃｈｒｏｎｉｃ ｐａｉｎでの米国と日本の診療／医療システム
の差異また共通する部分に関してお話をしていただきま
した。その他に思春期での頻度の高い健康問題である、
“朝起き不良”を包括的な視点で考えるセミナー、また
本学会からの小児摂食障害ガイドライン改訂３版の要点
解説、学校との連携、医師心理士協働セミナー、そし
てこれまで学術集会でもテーマにならなかった慢性疾患
や障害をもっている子供たちの兄弟たちに焦点を当てて
のセミナーなども開催致しました。会場には例年を上回る
８４４名の参加者があり、各会場で活発な質疑が行われ
ておりました。また今回の本学会の学術集会で初めて
チャイルドフレンドリースペースを作り、子育て中の方の
参加が少しでもできるようにという試みもさせていただき、
とても助かったという声もいただけました。
　本学術集会では、大学医局の同門で、成育医療研
究センター新生児科医長の和田先生に学術集会事務局
に入っていただき、いろいろ助けてもらいました。また同
門からたくさんの先生方のご参加があり、励ましの声も
いただきました。今回の学術集会を通じて痛感したこと
は人とのつながりの重要性で、そのつながりに感謝する
貴重な機会になりました。私は大学の医局を離れ、東
京にでてきて２０年も経ちますが、こうした中で同門の先
生方、仁泉会から多くのご支援をいただけたことを心より
御礼申し上げます。
　今後ともご指導の程、お願い申し上げます。

文責／国立成育医療研究センター総合診療科　
永井 章（学 38 期）

令和 7 年度仁泉会学術集会助成申請について
令和 7年度（２０２5年４月１日～２０２6年３月末日）において、仁泉会会員が主催する
学会に対する助成申請の受付を２０２4年１２月１日より開始しています。（提出期限：令和 7年１月末日）
申請を希望する会員は、規程をご一読の上、申請書を事務局までご提出下さい。
申請書は仁泉会ホームページからダウンロードいただくか、事務局までお申し出下さい。

仁泉会事務局

仁泉会ホームページ 大阪医科薬科大学仁泉会

jimu@jinsenkai.net tel :072-682-6166 fax:072-682-6636
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　京都仁泉会では、春・秋年２回の講演会開催が恒
例でしたが、今年度は春の総会時の講演会の実施がな
かったため、２０２４年１１月１６日に、ホテルオークラ京都
で久しぶりの講演会の開催となりました。今回は、２０２１
年に母校で女性初の臨床教授となられた、大阪医科薬
科大学眼科学教室教授の喜田照代先生をお迎えして、
対面形式での講演会となりました。
　まず、京都仁泉会会長河野龍而先生の開会挨拶で
始まりました。今回は、喜田教授が当日、日本臨床眼科
学会（於京都国際会館）でイブニングセミナーを担当さ
れており、時間的に厳しいスケジュールでご無理を申し
た関係で、北岡が「血糖自己測定におけるＩＣＴの活用」
と題して話題提供を行い、その後、無事到着された喜
田教授に、「糖尿病網膜症・黄斑浮腫の治療と病院連
携」の御演題で特別講演を賜りました。眼科分野の講
演は当会では珍しいものでしたが、“眼循環”を専門に
診療・研究を行ってこられた先生から、糖尿病網膜症・
黄斑浮腫を中心に、最新の検査・診断法、分類、治
療などについて、わかりやすくお話頂き、一同非常に新
鮮な思いで聴講致しました。活発な質疑応答もあり、また、
改めて眼科との病院連携の重要性を感じ、今後の臨床

京都仁泉会　秋の講演会 報告

文責／北岡治子（学 28期）

大阪医科薬科大学医学部眼科学教室
喜田照代

に大変つながるのもであったと、深く感銘を受けた講演
会でありました。
　講演会終了後、久しぶりに円卓形式で懇親会が行わ
れました。岩野正宏先生の司会で、森本副会長の挨
拶で始まり、今回はアルコール類もでて、各テーブルで
大変会話が弾み、やはり同門のつながりの大事さを感じ
た講演会でした。
参加者（２４名）：（敬称略）
島田眞久（学１４期）、今村喜久子（学１７期）、吉川順介（学
１９期）、稲掛英男（学２０期）、尾崎信之（学２０期）、
舟木 亮（学２２期）、富岡 曄（学２２期）、大薮 博（学
２２期）、森本博子（学２４期）、野田春夫（学２５期）、
浅野明美（学２５期）、石原 正（学２５期）、北岡治子（学
２８）、蘆田 潔（学２８期）、萩原暢子（学２８期）、寺崎
文生（学３１）、河野龍而（学３５期）、岩野正宏（学３５期）、
瀧井道明（学３６期）、寺村和久（学３７期）、柏木元実（学
３９期）、大谷 良（学４０期）、岡本文雄（学４０期）、
塩見聡史（学４４期）
共催：株式会社
三和化学研究所

糖尿病網膜症・黄斑浮腫の治療と
病診連携

　私自身は大学院生のときに興味をもったテーマ、“眼
循環”を専門に診療・研究を行ってまいりました。現在、
加齢黄斑変性、網膜静脈閉塞症、糖尿病網膜症、眼
虚血症候群など眼底疾患の治療を専門としていますが、
これらの疾患の患者数は高齢化社会に伴い益々増加し
ています。本講演では、内科をはじめ他診療科の先生
方に大変お世話になっております糖尿病網膜症・黄斑
浮腫に絞り、お話させていただきました。
　２０２０年日本眼科学会雑誌に糖尿病網膜症診療ガイ
ドライン（第１版）が掲載されました。糖尿病網膜症の
治療は、国際重症度分類に基づいた病期分類に準じ
て詳述されており、メディカル治療として網膜光凝固、ま
た、黄斑浮腫を伴う症例に対しては、血管内皮増殖因
子（VEGF）阻害薬の硝子体注射やトリアムシノロンア

セトニドのテノン嚢下注射が挙げられます。近年、患者
さんの Quality of Vision （QOV）は向上し、治療の
選択肢も増えました。しかしながら、抗ＶＥＧＦ療法だけ
で黄斑浮腫が治癒することが困難な症例も少なからず
存在します。一方で、画像診断機器の発達によりメディ
カル網膜疾患の病態解明が急速に進みました。例えば、
今まで見えなかった黄斑部の所見が光干渉断層計
（OCT）で病理組織のように非侵襲的に見えるようになり、
また眼底造影検査や広角眼底カメラ、OCT angiography
などと組み合わせることで眼科臨床医としての診断力も
向上し、患者さんへの病状説明やインフォームドコンセン
トにも役立っています。
　人生１００年時代、患者さんの良好なＱＯＶを維持す
るために、眼科治療に加えて全身管理も大切です。眼
科は想像以上に他診療科との連携が必要であることが
多く、他診療科との連携なくして、患者さんに対する最
善の医療やＱＯＶの向上に貢献できません。本講演では、
欧米や本邦からの論文報告や今まで自身で行ってきた
基礎・臨床研究を通じて、先生方の日常診療に少しで
もお役に立てるようアップデートできればと思い、お話させ
ていただきました。

広角OCTA画像と撮影風景：網膜症の新生血管が描出（造影剤を使用せずに撮影可能）
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参加者
徳田 修 先生 （高２０期）
霜野良一 先生 （学２８期）
上田信行 先生 （学３１期）
橋村直隆 先生 （学３１期）
長野文昭 先生 （学３２期）
渡辺徹也 先生 （学３５期）
久保田泰弘 先生 （学３６期）
久田洋一 先生 （学３７期）
小倉康晴 先生 （学３８期）

村野実之 先生 （学４１期）
佐々木美礼 先生 （学４３期）
佐々木 巌 先生 （学４４期）
山田勝彦 先生 （学４６期）
大西宏之 先生 （学４６期）
原田知明 先生 （学４７期）
岡田 雅 先生 （学４７期）
洪 真紀 先生 （学４８期）
佐久間 航 先生 （学４９期）

荘園雅子 先生 （学４９期）
米虫隆貴 先生 （学５０期）
瀬浦敏志 先生 （学５１期）
米田桂子 先生 （学５３期）
高井雅聡 先生 （学５５期）
松村若菜 先生 （学５６期）
東海奈央 先生 （学５７期）
奥 久徳 先生 （学５８期）
臼井俊方 先生 （学６１期）

　２０２４年１１月１６日、なんばパークス７Ｆ　「旬和席う
おまん」にて上記３区の合同親睦会が開催されました。
実は、仁泉会本部以外に大阪府連の活動認知度は決
して高くなく、私自身も３６期同期の森川先生に、府連の
理事になるよう勧められる前は、その存在すら知りません
でした。２０１８年春に仁泉会大阪府連の会長が学２８
期の霜野良一先生になり、中央区東の長野支部長、
港区の奥村支部長とともに、大阪府連の会費納入率が
３割り程度に留まっている点も踏まえ、広報委員会が設
置されました。
　北区、住吉区、住之江区、阿倍野区、港区など、
活発に活動しておられる地区もございますが市内は、ほ
とんど活動できていないのが現状でした。
　２０１９年に、第１回目の浪速区、中央区、西区の合
同親睦会が開催されましたが、翌年コロナ禍となりその
後４年間は、親睦会は開催されませんでした。
　そして今年、大阪市内は、まだ運営母体が機能して
いない地域に関しては２次医療圏別にまとまっていくのが
いいだろうということになり、今回の合同親睦会の運びに

中浪天合同親睦会
（中央区、浪速区、天王寺区）

文責／久保田泰弘（学 36期）

なりました。
　親睦会には、霜野会長、天野府連事務長にも参加
してもらい賛助金も頂きました。最初に、霜野会長の挨
拶から始まり、乾杯の音頭は浪速区高２０の徳田修先生
（９７歳）にお願いしました。徳田先生は、今から２５年
前に浪速区医師会長で、私が入会したおり様々な相談
に乗っていただいた恩師です。
　中央区東は学３２期長野文昭先生、中央区南は学４９
期佐久間航先生、天王寺区は学３１期上田信行先生に
まとめ役をお願いし、親睦会は、各地区テーブル別に始
まり、参加者２８名全員の挨拶を行ったあと、地域を超え
ての名刺交換、話し合いなどが行われあっという間の３
時間でした。
　中央区からは、中央区東会長の村野実之先生、今回、
日本保守党から衆議院選挙に立候補しておしくも次点
だった佐々木美礼先生を始めきぬがさクリニックの荘園雅
子先生、心斎橋美容外科の米虫隆貴先生、ゴウクリニッ
クの渡辺徹也先生、学５６期の新規開業予定の篠原潤
先生、浪速区からは、前支部長で在宅医療も積極的に
されている橋村直隆先生、富永病院整形外科部長の大
西宏之先生、今年６月に難波の駅前ビルで内視鏡専門
クリニックを開業した奥久徳先生、天王寺区からは、糖
尿病専門医の上田信行先生、リウマチ・膠原病専門外
来で最近開業された東海奈央先生等に参加して頂き、
歓談の時を過ごしました。
　今後、様々な互いの広報ができるような環境を作って
いきたいと考えています。
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TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

仁泉会事務局

　令和６年１０月２６日（土）にリッツカールトン大阪にて
大阪市淀川区支部会を開催しました。今回は御来賓と
して安藤嗣彦先生（仁泉会理事長）に御臨席賜りました。
　当日は開業医の先生方だけでなく、淀川区内の医療
機関で常勤・非常勤として御活躍されている勤務医の
先生方にも御参加して頂きました。

2024（令和 6）年度　
淀川区支部会開催

文責／淀川区支部長　熊野宏二（学 39期）

　飯田紀彦先生より開会の御挨拶を頂き、安藤嗣彦先
生より新病院Ｂ棟の建設等、母校の近況についてのお
話を頂きました。（安藤先生と飯田先生は同期生で、開
会前よりお二人で会話が盛り上がっておりました。）
　安田守孝先生に乾杯の御挨拶を頂き、御出席の先
生方にお一人ずつ、学生時代の思い出や卒業後の進
路等をお話して頂きました。本年６月の診療報酬改定に
ついての話題も出ました。
　約２時間の会でしたが、今年も、あっと言う間に時間
は過ぎ、中川浩彰先生に閉会のお言葉を頂き、全員で
集合写真を撮り散会となりました。
　今後も毎年１０月の第４土曜日に淀川区支部会を開催
する予定です。多くの先生方の御参加を心よりお待ちし
ております。

御来賓
安藤嗣彦先生（仁泉会理事長 学２０期）

支部会員：（敬称略）
飯田紀彦 （学２０期）
中川浩彰 （学３２期）
安田守孝 （学３４期）
熊野宏二 （学３９期）
小森 剛 （学３９期）
松岡孝枝 （学３９期）
熊野久美子 （学４０期）
星 穣 （学４２期）

岡田健一郎 （学４５期）
増田大介 （学４７期）
清水宏泰 （学４８期）
田原真由子 （学５８期）

　令和６年１０月１９日（土曜日）シェラトン都ホテル（大
阪市上本町）にて阿倍野区仁泉会が行われました。阿
倍野区で診療所を開業されている先生方、阿倍野区に
お住まいの先生方、阿倍野区の中核病院である大阪鉄
道病院でご勤務の同門の先生に加え、大阪医科薬科
大学医局の先生にもお越しいただきました。当日はあい
にくの雨模様ではありましたが、１２名の先生が集い、
和やかで有意義なひと時を過ごすことができました。
　伊賀千洋先生の司会で福本敏子会長の挨拶を皮切
りに、事業報告・会計報告・阿倍野区医師会報告・
大阪鉄道病院報告の後、令和６年度決算及び令和７
年度の予算・事業計画協議が行われました。
　懇親会は森田眞照先生の乾杯の音頭でスタートです。
シェラトン都ホテル自慢のコース料理を堪能しながら、恒
例となっている近況報告が行われました。お一人ずつマ

仁泉会阿倍野支部開催報告

文責／二村吉継（学 49期）

イクを回しながらお話しいただきましたが、ご自身の体の
こと、患者さんのこと、病院の現状など話題が尽きませ
んが同門会ならではの、助け合いの相談の場ともなり、
温かい交流が印象的でした。他科の先生方と気兼ねの
なく意見が交わせるこの場は、恵まれた環境であること
を改めて実感いたしました。
　懇親会の最後には大阪医科大学学歌を全員で合唱
し、集合写真の撮影をして閉会となりました。また来年も
皆様と元気に再会できることを楽しみにしております。

参加者
福本敏子 （学２４期）
森田眞照 （学２８期）
伊賀千洋 （学２９期）
長田啓嗣 （学３１期）
中野久美子 （学３４期）
井上彰子 （学４４期）
清水啓二 （学４４期）
西口昌樹 （学４９期）
二村吉継 （学４９期）
鈴木倫雄 （平２１卒）
中矢絵里 （学５５期）
高木春花 （平２８卒）
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　大阪医大４７同窓会が、５年振りに開催されました、
コロナの為に永らく開けませんでした。今年は生涯で一
番暑い夏でした。１１月３日（日）文化の日です。季節
外れの９２０ＨＰの大型台風が台湾に上陸し、日本に方
向を変えて接近していました。１１月２日は山陽新幹線も
東海道新幹線も止まり、交通状況が危ぶまれましたが、
翌３日は晴れてくれました。
　脚の便の良いところと思い、７月３１日に出来たばかり
の、大阪ステーションホテルで開催しました、しかし、阪
急で来ると、大阪駅の西の端で、旧大阪中央郵便局の
後の、「KITTE」ビルの中にあるのですが、入り口が
解りにくい、と不評でした。中は綺麗です。料理がうま
いと一人褒めてくれました。でも高いです。幹事としては、

大阪医大47同窓会 開催報告

文責／古林光一（学 21期）　　

次回は別のところを選びます。私たちは、大阪医科大
学教養学部が出来て 2 回生です。昭和４１年１００名入
学、昭和４７年８７名卒業。仁泉会名簿で物故者１４名、
７３名に同窓会の案内を出しました。３１名参加、２３名
欠席。その他返事なし。岸田・近森両先生は仁泉会、
脱会されており、案内が届いていませんでした。東京仁
泉会は出席されていて、そこで古屋さんから同窓会のこ
とを聞かれたようです。近森先生には連絡できませんで
した。岡野・山田先生はご夫婦で参加、２回連続です。
松崎先生は車椅子で親子参加、お出ましにくい所、有
難うございました。次回も参加宜しくお願いいたします。
楽しい会でした。皆、齢をとりました。顔を見て解らない
人がいました。昌子先生の首から腰迄全身脊椎固定は
ビックリ、感心しました（関西医大：齋藤ｄｒ施術）。外
来をそのままやっておられます、スゴイ。２次会の設定が
出来なくて申し訳ありませんでした。今年が最後かと思っ
ていましたが、来年も１１/３文化の日（月）、高槻で後藤・
古林が幹事で同窓会を開きます。多数ご参集ください。
予定を空けて下さいね。今回出て来られなかった先生も、
顔を見せてください。ではまた来年、お達者で。

クラス会だより

　令和６年１０月１２日（土）グランヴィア京都ホテルにて
昭和４９年（学２３期）卒後５０周年記念同窓会を行い
ました。２０２０年から始まったコロナ禍を乗り越えた同窓
生の５年ぶりの再会でした。４９卒は卒業総数９０名で６
８名に同窓会案内を郵送し、出席者２６名、欠席者３３
名の返事を受けとりました。同伴者として６名のご夫人も
参加されました。今回は記念すべき卒後５０周年と言うこ
とで、芸妓舞妓さんをお呼びし、思い出に残る同窓会を
企画しました。司会進行は幹事の話術巧みな近藤敬一
郎君にお願いしました。
　開会はクラス代表として、私 梶野が開会宣言を行い、
その後学歌斉唱、物故者１９名への黙祷を行いました。
そして５０周年と言う記念の同窓会のお祝いとして、まず
人間国宝の梅若実桜雪師の高弟である竹中正純君に

学23期（昭和49年卒）
卒後50周年記念同窓会 
「生きてるだけで丸儲け、
　　　　　　　感謝、感謝の同窓会」
文責／幹事　梶野興三（学 23期）　

小謡「四海波」を披露していただき、次に京都宮川町
の芸妓さんによる祝舞「寿三社」で盛り上げていただき
ました。
　続いて開宴の挨拶・乾杯を前クラス代表で、昨春瑞
宝中綬章をもらわれた竹中 洋君にお願いし、合わせて
ご夫妻に叙勲の花束を送り同窓生からのお祝いといたし
ました。そして同窓生全員が２、３分の近況報告をしま
したが、皆話が長いため、誰も話を聞いていないように
思われました。話はいくらでもするが人の話を聞けない、
これは脳動脈硬化の症状ではないでしょうか。我々高齢
者の反省材料にしたいと思います。同伴された夫人から
は素敵なご挨拶をいただきました。最後に幹事の桜本邦
男君から、「みんなの健康と活躍を願う」中締めの暖か
い挨拶で閉会となりました。
　短い時間ではありましたが、誠に楽しい記念すべき５０
周年記念同窓会となりました。その後、２次会はほぼ全
員でホテル２Ｆバー「オルビット」に移り、夜遅くまで歓談
し思い出話に花が咲きました。ご参加の皆さま誠にあり
がとうございました。また集まりましょう。
　同窓会参加者名（敬称略）　明石、井関、井上、
岡村夫妻、奥谷、梶野夫妻、勝本、九谷、寿、小西（薫）、
近藤、桜本夫妻、佐竹、新宅、竹中（洋）夫妻、竹中（正
純）、田代、中田、西本夫妻、花本夫妻、益永、宮井、
宮地、宮本、森、安井、難波

クラス会だより
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　令和６年１０月１３日（日）秋晴れの好天の中、瀬田ゴ
ルフコースの北コースで４９杯を開催しました。このコー
スは１１月３日（日）ＴＯＴＯジャパンクラシックで竹田麗央
選手が６ホールにも及ぶプレーオフ、まさに死闘を制して
優勝したコースです。最近のいろいろなスポーツにおけ
る日本選手の活躍は、野球、サッカー、ボクシングなど
世界を席捲しているように思います。本当にうれしい限り
です。
　さて今回の４９杯は昨日の５０周年記念同窓会の宴会
の疲れか、普段の練習不足か、ハーフ５０を切る人はなく、
誠に残念な結果に終わりました。１位はグロス１０５の梶
野香代子さんで、２～５位までは全てグロス１０４で、竹
中（正純）、安井、中田、明石君、そして梶野、桜本
君の順となりました。大自然の中、普段の些事を忘れ、
白球を追い、適度に紫外線を浴び、森林浴もでき、プレー
の間の楽しい会話やおいしい食事があり、こんな素敵な
スポーツはゴルフ以外にありません。今春も４９杯を予定
しています。同窓生の皆さま、一人でも多くの参加を希
望しています。

第85回49杯ゴルフ

文責／幹事　竹中正純（学 23期）

　令和６年９月２９日インターコンチネンタルホテル大阪に
て学２４期同窓生のクラス会「あかつき会」を行いました。
　卒後５０周年の令和７年に行なう予定でしたが万博と
重なり混雑が予想されるので１年早めて実施しました。
　地元大阪でしたので参加者は３６名と割合集まってい
ただきましたが、前回から２年間の間に前田敏子先生、
三村治先生が亡くなられて残念です。場所がグランフロ
ント大阪の奥にありわかりにくかったのですがほとんどの
皆さん集合時間に遅れずキッチリ集合され安堵しました。
　集合写真撮影してから垣内会長あいさつで始まり黙と
うをささげ、会食に移りました。会員の先生のお知り合
いがいるとのことで少しサービスメニューでした。
　近況報告では、あらたに癌罹患者が数名でたり、勉
強不足なので初耳の病名罹患の報告や医院の閉院、

2024あかつき会報告

文責／石田博文（学 24期）　　

病院から老人施設への勤務先の変更があったりと後期
高齢期に入った事が感じられます。遠くから来た先生方
にはもっと話していただきたかったのですが時間が短く申
し訳無かったです、何とか時間内に終わり最後に次回
担当を奈良の久保、古家、奥田先生方にお願いして快
諾していただき終わりました。次回お会いできることを願っ
ています。

クラス会だより

参加者：（敬称略）
芥川知明
井口公雄
石田博文
市原直子
今城 一
大鶴 実　
岡田茂樹
奥田隆章
垣内成泰
柿本祥太郎
加藤佳典
神田隆善

喜多 徹
北 真行
北原義介
北村彰英
橘田輝雄
木村 隆
久保光彦
才田耕基
杉浦 誠
玉城英子
西山和夫
平川 賢

平田一郎
福本健治
福本敏子
古家 仁
文 順永
松永高晴
森本博子
森本義康
矢倉道泰
山口基博
吉矢健一
淀井省三
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　昭和５４年卒業の女子だけの同窓会を１０月１９～２０日
にかけて、４年越しに開催しました。当日は、好天に恵
まれる予定でしたが、「雨女」の強力な力に負けて生憎
の雨模様となり、秋雨に煙る道中となりました。それでも、
久しぶりに出会えた喜びで笑顔が弾け、皆ハイテンショ
ンで旧交を温めました。

　私たちは、大
河ドラマで人気
沸騰中の紫式部
ゆかりの石山寺
から三井寺を巡
るコースを選び、
観光に参加した

８名でジャンボタクシーに乗り込んで、大津駅を出発しま
した。石山寺は平安時代の再建で、本堂までの長い階
段を上ったところで、本堂入り口の右手に「硅灰石」と
いう石灰岩が壁のように広がっているところがあり、この
石の上にお寺があるということで、石山寺の寺名の由来
となったとのことでした。その後、本堂に入り、３３年ぶり
の御開帳を巡りました。その中に、紫式部が使用したと

学部28期（昭和 54年卒）
女子同窓会旅行記

文責／萩原暢子（学 28期）　　

伝わる硯が陳列されており、そんなに凹んでいることもな
く、良い状態で保存されていました。その後、境内の「明
王院」で開催されていた「光る君へ　びわ湖大津大河
ドラマ館」に行きました。ここでは、ドラマの概要から人
物相関図や登場人物が紹介されており、衣装の展示や
４Ｋシアターがありドラマの１シーンが上映されていました。

お隣の「世尊院」では「源氏物語　恋するもののあは
れ展」が開催されていましたが、さすがに時間がなくなっ
てきたので、大急ぎでタクシーに戻りました。当初は予定
していなかったタクシーの運転手さんの観光案内があり、

説明や誘導をして頂き、迷わずス
ムーズに観光できました。これは、
非常にありがたかったです。
　次に一同は、三井寺に向かい
ました。三井寺は総本山園城寺と
も言い、天台宗の宗門の総本山
で、広大な敷地に１３のお堂や寺
院が建っていました。私たちは、「仁
王門」から境内に入り「釈迦堂」
から「金堂」へと進み、向かいに
ある「三井の晩鐘」では、御朱
印を頂き鐘をつきました。とっても
良い音色で、胸がスッとしました。
それから「弁慶の引摺り鐘」を見
て秋雨の中、参道を歩いて入り口
の仁王門まで戻ってきました。

クラス会だより

　三井寺と紫式部との繋がりは、式部没後に父の為時
が出家したことで知られています。こちらでも「紫式部と
三井寺展」が開かれていましたが、一路宿舎の「花街道」
へと向かいました。ここで、宴会からの参加者 4 名と合
流しました。女子は１３名中１２名の参加となり、どうして
も都合がつかなかった１名は本当に残念でした。
　温泉でほっこりしてからの宴会では、美味しい夕食に
舌鼓を打ちながら、アルコールも回って一気に学生時代
にワープして、皆の近況報告に聞き入りました。全員が
現役で仕事を続けていることも素晴らしいことで、それが
できる健康状態を維持できていることにも感謝の気持ち
で一杯でした。レストランの奥の個室で宴会をしていまし
たが、気が付いたら２２時近くになっていて、楽しい一
時はあっという間に過ぎていきました。
　翌日は、前日と打って変わって素晴らしい秋晴れでし
た。私たちは朝食を一緒に頂いたのち、次回も元気で
再会することを約束し、三々五々散会となりました。皆が
元気で再会できたことに心から感謝です。

参加者（敬称略）：蘆田ひろみ、梶山加代子、北岡治子、小松原千鶴子、篠原淳子、鈴木由美子、
武田京子、西松能子、萩原暢子、三宅直子、森田利江、吉矢尚子
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TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

仁泉会事務局

　大阪医科大学 昭和５９年卒業の学３３期（燦々会）
の同窓会を卒後４０年目にあたる令和６年１１月２日（土）
にホテルグランヴィア大阪に於いて開催しました。当日は
悪天候による新幹線の遅延などもあり、遠方からの同窓
は来阪するのに大幅に時間がかかったようでした。母校
の現役教授である上田晃一君、大道正英君、梶本宜
永君や前教授の河田 了君、浮村 聡君をはじめ４６名の
同窓の出席がありました。まず全員で写真撮影を行った
後、卒業後に亡くなられた浅田武夫君、小松原綾子君、
松島 滋君、小澤 稔君、杉森清孝君、青山直樹君、

大阪医科大学 昭和 59年卒業 
学 33期（燦々会）同窓会開催の報告

文責／清木康雄（学 33期）　　

安田英煥君を偲びつつ黙祷し哀悼の意を表しました。
　ついで仁泉会理事の御前 治君が用意した母校附属
病院の新本館建築プロジェクトの進捗状況を動画で供
覧しました。乾杯の後は各テーブルに分かれて、食事を
しながらの歓談となりました。宴会も中盤に差し掛かった
ところで、各々近況などを報告するショートスピーチを行っ
てもらうこととなり、自身の体調のこと、仕事のこと、趣味
のこと、家族のことなどいろいろお話いただきました。な
かには３回目の結婚をされた先生、子息や息女のお相
手を探しておられた先生どうしの即席マッチング、１００
歳以上まで生きたい、可能であるとお話される先生、専
門の疾患について体を動かして熱弁される先生など
ショートではないスピーチが続出し、あっという間に時間
が過ぎました。最後に皆で学歌を斉唱しお開きとなりまし
た。その後同ホテルでの２次会には２９名、北新地での
３次会には９名の参加があり、さらに旧交を温めたのち
名残惜しみつつ散会となりました。　

クラス会だより

1列目左より 安住（橋井）裕子、宇田るみ子、大森（三上）敦子、尾上（稲多）千佳、大道正英、上田晃一、河田 了、浮村 聡、柴原伸久、室谷（植田）益代
2列目左より 平松昌子、辻口（滝）比登美、赤松　順、片岡伸彦、辻口幸之助、井上裕之、下 裕司、高田 興、田中（石橋）啓子、大山恭夫、加藤宗寛
3列目左より 御前 治、野田哲朗、雨森正洋、北川 靖、福田弥一郎、桑田克也、井上澄江、神戸尚史、濱本 浩、田伏順三
4列目左より 清木康雄、小畑仁司、宮本信一、孫田虎鉄（孫道実）、川島文雄、山田圭一、村田真二、小川竜介、李 喬遠
5列目左より 岡 博史、衣斐義高、龍治 修、金原稔幸、西野雅巳
梶本宜永君は写真に写っておりませんが出席されました。　※敬称は略させていただきました。

大阪医科薬科大学
庚申仁久会（学 29 期生）同窓会開催のお知らせ

会期が近づきましたら案内はがきを送らせていただきます。
皆様方のご参加をお待ちしております。

日　時：2025年11月8日（土）17時　開宴
場　所：ホテル北野プラザ六甲荘
　　　　神戸市中央区北野町１－１－１４
　　　　TEL：078-241-2451

庚申仁久会　神戸地区　浪方典宏、森松伸一、増井裕嗣
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クラミジアの話

文責／岡野 准（学 21 期）

j i n s e n - p a r k

毎年１億人を越える患者数が報告され、本邦でも１０００
の定点当たり２～４人 /月つまり２０００～４０００人 /月発生
し、年間に換算すると２４，０００～４８，０００人が罹患してい
ます。要するに、クラミジアで最も問題なのはトラコーマ・
クラミジアによる性感染症という事になります。男性のクラミ
ジア尿道炎、女性の子宮頸管炎、骨盤内付属器炎、
肝周囲炎、不妊等が起きます。クラミジアの治療には抗
菌・抗生物質が有効で、ジスロマック（アジスロマイシン）、
クラビット（レボフロキサシン）、クラリス（クラリスロマイシ
ン）、グレースビット（シダフロキサシン）等が有効とされ
ています。唯、女性は症状があまりなく進行する傾向に
あります。

　細菌は概ね１μｍ位の大きさが多いとされていますが、
クラミジアは細菌でありながら至って小さく0.3～ 0.4μmで
す。偏性細胞内寄生性細菌で他の細菌の様に培地で
は増殖できず生きた細胞内でのみ増殖します。
　クラミジアの感染性粒子は基本小体と呼ばれる直径約
0.3μｍの小型球型粒子です。基本小体は細胞の食作
用により宿主細胞内に取り込まれ、食胞内において網様
体と呼ばれる直径約0.5～1.5μｍの大型粒子に変化し、
２分裂増殖を開始します。網様体は数回の２分裂増殖を
繰り返した後に中間体と呼ばれる形態を経て再び基本小
体となり、宿主細胞の溶解と共に細胞外へ放出されます。
基本小体は代謝活性がなく、抗生物質のほとんどは効
力を発揮しません。一方、網様体は活発な代謝活性を
示すので、抗生物質により分裂が阻害されたり殺菌され
ます。此の様に、生活環の特定の時期しか抗生物質は
効果しません。
　ヒトに病原性のある物としてはオウム病クラミジア

（Chlamydia psittasci）、クラミジア・トラコマチス（Chlamydia 
trachomatis）、肺炎クラミジア（C. pneumoniae）、の三つが知
られています。オウム病クラミジアは人畜共通感染症で
鸚鵡等の鳥類と人間に感染します。C.Trachomatisは
眼病・性感染症の原因になり、尿道、子宮頸部、直
腸など、多くの臓器に感染症を引き起こします。主に成
人の間で性行為を介して広がります。
　妊婦から乳児に感染する肺炎クラミジアは肺の感染症
を引き起こします。肺炎クラミジアは、感染した人が咳や
クシャミに依る呼吸感染で人から人に感染します。オウム
病の発生件数は年間３０例位であまり多いものでは有りま
せん。クラミジア肺炎は、肺炎クラミジア以外にもオウム
病クラミジアやトラコーマ・クラミジアによる肺炎も有り、
正確には発生数が分かってはいないのですが、本邦の
年間発生数は２００位とされています。実際はもっと多い
ものと推察されます。トラコーマ眼炎は失明に至る病気
で重大ですが本邦では年間２００以下の発生率で一生
経験しない眼科医も多いと思います。トラコーマ・クラミ
ジアによる性感染症はこれらと比べ圧倒的に多くの世界で

２０２４年（令和６年）１１月。
冨中愛一郎 ７３歳半。

文責／冨中愛一郎（学 27期）

j i n s e n - p a r k

　僕にとって２回目の胃カメラ検査にて、胃角小彎に、１０
月に生じていた大きな円形潰瘍が、胃管の走行に平行な
線分の線状潰瘍を呈している。
　症状も頻回の多量の嘔吐もなくなり，嘔気が時々だ。
　Ｄｒは、今内服している酸分泌抑制剤のタケキャブを
減量して維持療法を指示する。ナウゼリンやアズノール
は適宜追加。

　さて僕の持病に、悪性黒色腫（左手首に１０年前初発。
形成外科手術。全身にほくろ多発。胆嚢内ポリープ転
移に胆嚢摘出術。１→３か月毎の抗ガン剤の点滴受療
で、ほくろおおかた消失。様々な副作用が合併した。）
他に、脊柱管狭窄症（靭帯骨化肥厚による脊髄圧迫
にて腕のしびれ発症。脊柱の側彎が右腕の酷使により
生じ、起立障害と腰痛と脊柱の前屈を発症している。）

（若い時の腰椎すべり症や椎間板ヘルニアも下地にある。）
　また、血中カルシウムの変動による骨粗しょう症も合併。
腰部コルセットは腰椎の補強で腰痛の軽減に役立つ。

４名の若人の未来を祝す壮行会に参加して
－野球部 追い出しコンパ－

文責／野球部部長　李 相雄（学 44 期）

j i n s e n - p a r k

を見事にやり遂げた姿に、多くの参加者が感銘を受けま
した。コロナ禍という社会的非常時に直面し、さらに試合
がままならないほどの部員数の中でも、努力を続けた彼ら
の姿は、後輩たちにも大きな励みとなることでしょう。今年
の夏、岡山児島で開催された西医体では見事１勝を挙
げ、古豪復活への道筋を後輩たちにしっかりと託してくれ
ました。
　これからの人生もまた、山あり谷ありの道のりが続くこと
でしょう。しかし、コロナ禍という未曾有の困難の中でも挫
けることなく学業を成し遂げ、野球に全力を注ぎ、かけが
えのない仲間を得た経験は、必ずや彼らの人生を支える
大きな糧となるはずです。
　彼らの未来が幸せに満ち溢れること、そして文武両道
を貫く野球部が今後さらに発展することを心より願い、本
追いコンのご報告とさせていただきます。

　令和６年１１月３０日に現役部員や多くのＯＢが集い、こ
れまでの彼らの努力を労い、輝かしい未来を祝う会となり
ました。
　主役は、中田麗菜さん（マネージャー）、上田康介くん、
遠藤啓太くん、吉村航くんの４名です。
　まず、川島文雄監督（３３期）から、これまでの野球
部活動に対する感謝と労いの言葉が述べられました。続
いて、村野実之ＯＢ会長（４１期）より、「野
球部での経験がこれからの人生において、
多くの場面で人との交流を豊かにし、人生
に彩りを添えるものになるだろう」という励ま
しの言葉が送られ、乾杯の音頭とともに宴
席が始まりました。
　当日は主役である４名から、これまで支え
てくれた方々への感謝の言葉や将来への
決意が語られました。彼らが「文武両道」
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大槻周平教授就任祝賀会開催のご報告
大阪医科薬科大学バレーボール部ＯＢＯＧ会
・六友会主催

文責／綾仁悠介（学 60期）

j i n s e n - p a r k

　夏の暑さがおちついた去る令和６年１０月１２日土曜日、
大阪医科薬科大学バレーボール部ＯＢＯＧ会・六友会
が主催する、大槻周平先生（学４７期）の本学整形外
科学教室教授就任祝賀会をザ・サウザンド京都にて開
催いたしました。台風１０号の影響で仕切り直しとなった
にもかかわらず、六友会会員のＯＢＯＧの先生総勢３８
名が集まる大きな会となりました。司会は池田直廉先生

（学４９期）にお務めいただきました。はじめに祝辞を日
本医師会副会長の茂松茂人先生（学２７期）から賜り、
続いて六友会理事長の保田 浩先生（学３１期）から頂
戴しました。本学医学部長の内山和久先生（学３２期）
より祝杯のご挨拶を頂き、大槻教授からご就任の挨拶を
賜りました。バレーボール部での思い出を振り返りながら、
教室運営への抱負を述べられました。歓談は終始、和
やかな雰囲気で、懇親を深めることができました。
　会の中頃では、大槻教授が大学時代、共にバレーボー
ルをプレーしたチームメイトの学４３期から学４９期までの
先生方から、各々祝辞を頂きました。当時を振り返り、
バレーボールになぞらえた熱いメッセージ、また温かな祝
福の言葉が贈られ、会場は大いに盛り上がりました。同
級生の朝隈光弘先生（学４７期）、北原直人先生（学
４７期）からはお仕立てスーツの記念品が贈られました。
また、北原先生は、思い出の写真パネルを作ってこられ
ました。会も終盤に差し掛かり、越智 薫先生（学５７期）
から花束の贈呈、保田理事長から記念品の贈呈がなさ
れました。実は、保田理事長は奥様から青がお気に入
りと聞いていてネクタイを選んだようですが、学生の時は
赤がトレードマークのようでした。最後に、記念撮影を行
い、名残惜しくも閉宴となりました。
　大槻周平教授の今後のさらなるご活躍と、ご参加い
ただいた皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

参加者：
後藤研三先生 （学 21 期）
松本正明先生 （学 25 期）
茂松茂人先生 （学 27 期）
小林一朗先生 （学 29 期）
保田 浩先生 （学 31 期）
内山和久先生 （学 32 期）
南 昌宏先生 （学 34 期）
佐藤 敦先生 （学 39 期）
西尾公利先生 （学 43 期）
島川修一先生 （学 44 期）
西村 渉先生 （学 44 期）
西本昌義先生 （学 44 期）
市岡従道先生 （学 45 期）

坂 良逸先生 （学 45 期）
天野良亮先生 （学 46 期） 
山野 剛先生 （学 46 期）
朝隈光弘先生 （学 47 期）
大槻周平先生 （学 47 期）
北原直人先生 （学 47 期）
山口裕之先生 （学 48 期）
池田直廉先生 （学 49 期）
西田 悠先生 （学 55 期）
越智 薫先生 （学 57 期）
綾仁悠介先生 （学 60 期）
池田邦明先生 （学 60 期）
髙井章子先生 （学 60 期）

山﨑哲司先生 （学 60 期）
守倉 礼先生 （学 62 期）
東堂まりえ先生 （学 63 期）
平井智美先生 （学 66 期）
岩田長瑠先生 （学 67 期）
齋藤敦徳先生 （学 67 期）
木下絢奨先生 （学 68 期）
堀口晃平先生 （学 68 期）
池原史明先生 （学 69 期）
水谷早希先生 （学 69 期）
澤村栄鳳先生 （学 70 期）
石井綾弥子先生 （学 73 期）
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下咽頭がんで
声を失ったリハ医が、

がんと共存していくと思えるまで
～生きていくには社会参加が必要だ！～

　手術はこりごりと嫌がっていたのですが、妻に強く言わ
れ、２０１７年７月に左の肺の上葉の上半分を切除しまし
た。胸腔鏡を使用したので、傷も小さく、思いのほか痛み
はありませんでした。ただし、肺の１/４を取っていますの
で、歩いたり、階段を上り下りしたりすると息切れが出るよ
うになりました。
　その後、抗がん剤を内服し、定期的な診察で問題な
かったのですが、１年後…。

肺がん再発
　２０１８年に、残っていた左の肺の下葉（下半分）に、ソ
ラマメ大の肺がんの再発が見つけられました。肺がんの
再発は１年以内が多いらしいです。手術は、左の肺がす
べてなくなってしまうのでむずかしい状況だったので、抗
がん剤治療を行いました。がん免疫療法（キイトルーダ®）
も試みましたが、効果はなく、２年後（２０２０年）、最終的に
放射線治療を選択しました。ところが…。

放射線性間質性肺炎
　結局残っていた肺の半分も真っ白になり、ますます息切
れが進んでしまいました。また放射線治療の副作用です。
よっぽど放射線に弱い身体なんだなと思いました。しかし、
幸いなことに、４年が経った現在まで再発は認めていません。

＃007：これでもか～この間に罹患した
がんと命にかかわる副作用

声を失って終わりではありませんでした。

食道がん
　２０１６年、下咽頭がん手術の３カ月後に内視鏡検査を
したところ食道がんを発見し、１１月に内視鏡下手術を行
いました。

　実は、さらに２０２３年７月新たな食道がんが見つかり、
治療しました。また?という気持ちしかありません。

肺がん
　まず喉頭摘出した翌年（２０１７年）、職員検診で左の
肺に５ｃｍ大のがんが見つかりました。実感はあまりありま
せんでした。

一大事!すい臓がん
　ところが、その１年後（２０２１年）、CTで肝臓に異常が
見つかり、慌てて調べてみるとすい臓がんでした。それも
肝臓と骨に転移しているステージ4“末期がん”でした。そ
れまでのCTやPET検査ではすい臓やそのほかに異常
はなかったので、まったくノーケアで、予想だにしていませ
んでした。

　これは厄介で、５年生存率はわずかに1.2～ 1.6％、余
命２～６カ月とのことでした。今度ばかりは、もうだめかと思
いました。

　副作用に苦しみながら、化学療法を行いました。一時
は腫瘍も縮小したので、分子標的薬（リムパーザ®）の内
服維持療法に入りました。ところが新型コロナウイルスに
感染し、リムパーザ®を中止したため、腫瘍は徐 に々増大
しました。

　抗がん剤をゲムシタビンに変更しましたが、わずか2回
の投薬で、今度は…。

薬剤性間質性肺炎
　左右の肺が真っ白になり、酸素がないと動けないほどの
呼吸困難になりました。外来受診後、そのまま緊急入院に
なりました。ステロイドパルス療法、酸素投与、ICU一歩手
前でした。今考えると、かなり危ない状況だったと思います。

　薬の副作用による間質性肺炎です。幸いにも治療の
効果があり、酸素が必要なくなるまでに回復しました。しか
し、左の肺はほとんど機能していない状況です。理学療
法士さんの呼吸リハビリテーションと歩行訓練を行い、
徐 に々歩行時間は増えたのですが、退院してからは散歩
すらしていません。のど元過ぎれば…ですね。
　すい臓がんについては、２週間に1回、３日間の抗がん
剤治療を行い、小康状態でした。今より大きくならなけれ
ばいい、がんと共存していく生き方でいいと思っていまし
たが…。

　２０２３年１０月のCTで、また腫瘍の増大を認めたため、
抗がん剤を変更して治療を行っています。しかし腫瘍
マーカーが悪化する一方なので、２０２４年１月にCT、
PETをとりました。

文責／太田利夫（学 31期） 掲載：メディカLIBRARY from メディカ出版　https://ml.medica.co.jp/series/rihai

第五回

　CTでは、原発巣であるすい臓、肝臓の転移巣ともにか
なり増大（すなわち悪化）していました。主治医から、現在
の抗がん剤を続けるしかないと言われました。これは、もう
精いっぱいだという宣告だったのでしょう。

　外来から出て、妻と２人、なにもしゃべりませんでした。
私は化学療法へ、妻は自宅へと別れる際、妻がボソッと

「これ以上大きくならなかったらいいのにね」とひとこと言い
ました。私は涙をこらえました。

これでもか
　日本人の２人に１人が生涯にがんになります（２０１９年
の統計では、男性は３人に２人）。
　そして、自分の遺伝子を調べてみると、がんになりやす
い傷のある遺伝子を持っていました。当然、子どもに１/２
の確率で遺伝します。娘と息子がいますが、娘は調べたと
ころ、残念ながらこの遺伝子を持っていたので、定期的に
がん検診を受けています。息子は調べていません。本人
次第です。

　２０１５年に下咽頭がん、２０１６年に食道がん、２０１７年
に肺がん、翌年に肺がんを再発し、その後、２０２１年すい
臓がん、そして２０２３年新たに食道がんになりました。再
発も含めると、１人で４種類、６つもの“がん”になりました！
タバコやお酒などの不摂生が原因だと思います。毎年な
にか起こっていて、がんと病気の百貨店です。

心境の変化
　しかし、思ったよりひどく落ち込むことはありませんでし
た。「またか」「なるようにしかならん」といった感覚です。

妻の感じたこと
2016 年の手術、あれほどひどい全身状態を乗り越
え、これ以上の事態にならないと思っていました。順
調に体力も回復し、食事もとれるようになってきた矢
先の、まさかの「食道がん」。言葉がありませんでした。

妻の感じたこと
５回目のがん宣告。これには心底落ち込みました。
何度も「がんです」と主治医から言われながらも、
それまでは、どこか「乗り越えられる」という気持ち
で治療に望んできました。ステージ4の「すい臓がん」
は手術適応なしでした。
「私は絶対にあきらめない」と主人と娘の前で、泣き
ながら訴えたと思います。おそらく、夫の前で涙した
のは、このときがはじめてだったと思います。

さすがにすい臓がんがわかったときは余命宣告され
ショックでしたが、残された命とか生きていられる時間な
どを考えたことはありません。

　今できることはなにか？
　しなければならないことはなにか？

がんと共存していくのだ！
　しかし、２０２４年の１月はこたえました。なんとかこれ以
上悪化しないように祈るばかりです。これからも後ろを向く
ことなく、友人の勧めもあり、電気式人工喉頭を使って講
演・講義を続けることで、逆に勇気を得ています。まさしく
不死鳥・フェニックスです。

 ～ 続きます ～



52 53

第 56巻 第 1号大阪医科薬科大学仁泉会ニュース 第 56巻 第 1号令和 7年 1月 1日発行 令和 7年 1月 1日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

　手術はこりごりと嫌がっていたのですが、妻に強く言わ
れ、２０１７年７月に左の肺の上葉の上半分を切除しまし
た。胸腔鏡を使用したので、傷も小さく、思いのほか痛み
はありませんでした。ただし、肺の１/４を取っていますの
で、歩いたり、階段を上り下りしたりすると息切れが出るよ
うになりました。
　その後、抗がん剤を内服し、定期的な診察で問題な
かったのですが、１年後…。

肺がん再発
　２０１８年に、残っていた左の肺の下葉（下半分）に、ソ
ラマメ大の肺がんの再発が見つけられました。肺がんの
再発は１年以内が多いらしいです。手術は、左の肺がす
べてなくなってしまうのでむずかしい状況だったので、抗
がん剤治療を行いました。がん免疫療法（キイトルーダ®）
も試みましたが、効果はなく、２年後（２０２０年）、最終的に
放射線治療を選択しました。ところが…。

放射線性間質性肺炎
　結局残っていた肺の半分も真っ白になり、ますます息切
れが進んでしまいました。また放射線治療の副作用です。
よっぽど放射線に弱い身体なんだなと思いました。しかし、
幸いなことに、４年が経った現在まで再発は認めていません。

＃007：これでもか～この間に罹患した
がんと命にかかわる副作用

声を失って終わりではありませんでした。

食道がん
　２０１６年、下咽頭がん手術の３カ月後に内視鏡検査を
したところ食道がんを発見し、１１月に内視鏡下手術を行
いました。

　実は、さらに２０２３年７月新たな食道がんが見つかり、
治療しました。また?という気持ちしかありません。

肺がん
　まず喉頭摘出した翌年（２０１７年）、職員検診で左の
肺に５ｃｍ大のがんが見つかりました。実感はあまりありま
せんでした。

一大事!すい臓がん
　ところが、その１年後（２０２１年）、CTで肝臓に異常が
見つかり、慌てて調べてみるとすい臓がんでした。それも
肝臓と骨に転移しているステージ4“末期がん”でした。そ
れまでのCTやPET検査ではすい臓やそのほかに異常
はなかったので、まったくノーケアで、予想だにしていませ
んでした。

　これは厄介で、５年生存率はわずかに1.2～ 1.6％、余
命２～６カ月とのことでした。今度ばかりは、もうだめかと思
いました。

　副作用に苦しみながら、化学療法を行いました。一時
は腫瘍も縮小したので、分子標的薬（リムパーザ®）の内
服維持療法に入りました。ところが新型コロナウイルスに
感染し、リムパーザ®を中止したため、腫瘍は徐 に々増大
しました。

　抗がん剤をゲムシタビンに変更しましたが、わずか2回
の投薬で、今度は…。

薬剤性間質性肺炎
　左右の肺が真っ白になり、酸素がないと動けないほどの
呼吸困難になりました。外来受診後、そのまま緊急入院に
なりました。ステロイドパルス療法、酸素投与、ICU一歩手
前でした。今考えると、かなり危ない状況だったと思います。

　薬の副作用による間質性肺炎です。幸いにも治療の
効果があり、酸素が必要なくなるまでに回復しました。しか
し、左の肺はほとんど機能していない状況です。理学療
法士さんの呼吸リハビリテーションと歩行訓練を行い、
徐 に々歩行時間は増えたのですが、退院してからは散歩
すらしていません。のど元過ぎれば…ですね。
　すい臓がんについては、２週間に1回、３日間の抗がん
剤治療を行い、小康状態でした。今より大きくならなけれ
ばいい、がんと共存していく生き方でいいと思っていまし
たが…。

　２０２３年１０月のCTで、また腫瘍の増大を認めたため、
抗がん剤を変更して治療を行っています。しかし腫瘍
マーカーが悪化する一方なので、２０２４年１月にCT、
PETをとりました。

　CTでは、原発巣であるすい臓、肝臓の転移巣ともにか
なり増大（すなわち悪化）していました。主治医から、現在
の抗がん剤を続けるしかないと言われました。これは、もう
精いっぱいだという宣告だったのでしょう。

　外来から出て、妻と２人、なにもしゃべりませんでした。
私は化学療法へ、妻は自宅へと別れる際、妻がボソッと

「これ以上大きくならなかったらいいのにね」とひとこと言い
ました。私は涙をこらえました。

これでもか
　日本人の２人に１人が生涯にがんになります（２０１９年
の統計では、男性は３人に２人）。
　そして、自分の遺伝子を調べてみると、がんになりやす
い傷のある遺伝子を持っていました。当然、子どもに１/２
の確率で遺伝します。娘と息子がいますが、娘は調べたと
ころ、残念ながらこの遺伝子を持っていたので、定期的に
がん検診を受けています。息子は調べていません。本人
次第です。

　２０１５年に下咽頭がん、２０１６年に食道がん、２０１７年
に肺がん、翌年に肺がんを再発し、その後、２０２１年すい
臓がん、そして２０２３年新たに食道がんになりました。再
発も含めると、１人で４種類、６つもの“がん”になりました！
タバコやお酒などの不摂生が原因だと思います。毎年な
にか起こっていて、がんと病気の百貨店です。

心境の変化
　しかし、思ったよりひどく落ち込むことはありませんでし
た。「またか」「なるようにしかならん」といった感覚です。

さすがにすい臓がんがわかったときは余命宣告され
ショックでしたが、残された命とか生きていられる時間な
どを考えたことはありません。

　今できることはなにか？
　しなければならないことはなにか？

がんと共存していくのだ！
　しかし、２０２４年の１月はこたえました。なんとかこれ以
上悪化しないように祈るばかりです。これからも後ろを向く
ことなく、友人の勧めもあり、電気式人工喉頭を使って講
演・講義を続けることで、逆に勇気を得ています。まさしく
不死鳥・フェニックスです。

 ～ 続きます ～

友人の声
太田さんの不死鳥のような強さに、いつも畏敬の念
を感じています。講演などの役割を持ったときに「が
んと闘うのではなく、ともに生きていく気持ちになっ
た」という話を聞いたとき、運命を受け入れながらも、
自分の可能性をあきらめない人間の持つ、真の強さ
を感じました。
太田さんが私たちに届けてくれる言葉は、優しく、
あたたかく、そして容赦なく、厳しくもあります。もっ
ともっと多くの人に、太田さんの言葉を届けたいと
思っています。 

冊 子 切 抜
どのなかで、私としては一番よくできた内容だと自負してい
ます。
　先生方のご意見やアドバイスなどをいただければ幸い
です。

学 31 期　井尻慎一郎
　２０２４年１０月３１日発刊の 別冊整形外科第８６号（南
江堂）（Ｐ１５３ -１６１）に私の論文「手足末梢神経障害
の鑑別診断とそのコツ」が掲載されました。
　今年２月に京都大学整形外科 松田秀一教授から投稿
の依頼を受けて抄録を送り、査読を経て書き上げた論文
です。
　昨年９月に京都で開催された第３６回日本末梢神経学
会に会長の近畿大学整形外科 柿木良介教授から、整
形外科代表として手足末梢神経障害の鑑別診断のシン
ポジストに選んでいただき、発表した内容をさらに詳しく解
説したものです。

　今回の私の論文は従来の整形外科の末梢神経障害の
解説とは異なり、個々の病気の解説ではなく、さまざまな
神経障害を中枢性あるいは末梢性あるいは個別の神経
障害など、どう考えて診断の道筋を付けるかという、考え
方を主に解説したものです。
　大学院時代の研究論文には比較できませんが、私が
臨床でいろいろ書いてきた論文や論説、電子コンテンツな
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仁泉会の先生方へ
ニュースタンダード整形外科の臨床 
第１巻「整形外科の病態と診察・診断」

神戸市 井尻整形外科　井尻慎一郎（学 31期）

　整形外科の全集のご紹介です。
　このたび、医学書専門出版会社の中山書店から、
全１１冊シリーズの「ニュースタンダード整形外科の臨床」
の第１巻が２０２４年１１月に発刊されます。　
　このシリーズでは、大学病院や基幹病院だけでなく、
一般中小病院や開業医に受診するような日常でよくある
腰痛、肩こり、五十肩や捻挫などの疾患も解説されて
います。その意味で総編集者として、東大整形外科 
田中 栄教授と慶応大整形外科 松本守雄教授に加え
て、整形外科開業医の私も選ばれています。さらに私

は第１巻から第３巻までの責任編集者になっています。
　この第１巻は整形外科の病態と診察法・診断法につ
いてそれぞれの分野の専門家に執筆をお願いしました。
第１章では、骨・関節・靱帯・関節包・筋肉・末梢
神経の病態生理と治癒機転を解説していただいていま
す。第２章では、体表解剖で痛みやしびれのある部位
から想定される病態を解説していただきました。第３章で
は診察法を動画などを交えて説明していただいていま
す。基本的な診察法は整形外科医およびプライマリケア
医にとって大事だと思います。第４章では整形外科で代
表的あるいは少し周辺的な疾患も含めて解説をお願い
いたしました。
　この１巻から第３巻までは基本的なこと、知っておいた
方がよいことを解説するように企画しています。分かりや
すいように、なるべく図やイラストを多くし、診察法やエコー
の動画を紙面のＱＲコードからスマホなどで簡単に参照
できるようにしています。
　至らぬ点は多々あると思いますが、本書が大阪医科
薬科大学仁泉会の先生方の診療に少しでもお役に立て
れば幸甚に思います。
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会 員 著 書

発達が気になる子どもが
小児科の専門外来を受診するとき

　著　者　柏木 充（学 49 期）
　出版社　金子書房
　価　格　2,420 円（税込み）

仁泉会の先生方
　市立ひらかた病院の小児科の柏木充と申します。
私は、小児科の中でも神経発達症（いわゆる発達
障害）やてんかんなどを専門にしている小児神経
科医です。
　このたび、「発達が気になる子どもが小児科の専
門外来を受診する時」（金子書房 ２４２０円 １７９ペー
ジ）を出版いたしました。本書は、主に保護者と学
校や心理職の先生方に向けて、発達が気になるお
子さんが小児科の専門外来を受診した際、診察室
でどのようなことが行われているかということを中心
にお伝えし、外からは見えにくい発達の専門外来に
おける診療の様子を解説しています。また、神経発
達症の診察を始めてみようと考えている小児科の先
生方や神経発達症の子どもたちに関わる医療・福
祉関係の方にも役に立つ内容だと考えております。
　本書の特徴は、神経発達症（いわゆる発達障害）
として一般社会においても知られるようになりました
「注意欠如多動症（ADHD）」や「自閉スペクトラ
ム症（ASD）」以外に、「限局性学習症（SLD）」や「発
達性協調運動症（DCD）」に関しても詳しく解説し
ているところです。また、神経発達症のお子さんに
よく併存する、「起立性調節障害」や「チック症」
に関して、さらに、現在大きな問題となっています
「ゲーム・インターネット障害」や「不登校」に関しても、
詳細に記載しております。小児科医が書いている神
経発達症関連の本は多くない中、小児神経科医な
らではの解説をしておりますので、参考にしていた
だければ幸甚です。
　なお本書は、光栄なことに全国の公共図書館に
配本している図書館流通センターにより、図書館に
置くべき「きわめて公共性の高い書籍」という評価
である全国の図書館に推薦する選書に選出されま
した。日本では年間約68,000点を超える新刊図書が
刊行され、図書館流通センターには約50,000点登録
されますが、その中で選出される選書は約1400点の
2.8％と狭き門です。現在、全国少なくとも500の図書
館に納入されることが決定しております。ぜひ一度、
手に取っていただければ幸いです。

新医師臨床研修制度２ 新医師臨床研修制度３

大塚ぽん太コール R50 0m l（学31期）

まんが 第71回
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高医１６期　中島雪夫先生

令和６年８月１３日誤嚥性肺炎の為ご逝去。（１００歳）。
昭和２２年卒。
昭和３３年９月より母校にて講師としてご勤務になられた
後、昭和３５年４月に島根県松江市にて中島耳鼻咽喉
科医院を開業されました。また平成１４年４月より島根県
医師会会長、平成１６年４月より日本医師会理事、平成
１８年４月より同代議員など数々の役員を歴任され、地域
医療に貢献されました。平成６年４月に勲五等双光旭日
章を受章、また昭和６２年５月厚生大臣表彰（健康保
険事業功労）、平成１０年１１月に文部大臣表彰（学校
保健功労）を、平成２０年１１月には日本医師会最高優
功賞を受賞されました。
ご遺族　子　健二様

学部２期　牧野文雄先生

令和６年９月２３日老衰の為ご逝去。（９９歳）。
昭和２８年卒。
卒業後、昭和２９年７月に母校外科、昭和３０年１２月に
同整形外科に入局されました。昭和３３年１月から厚生
年金五造整形外科病院でご勤務になり、昭和４０年に
医長として退職された後、昭和４１年に兵庫県伊丹市に
て整形外科医院をご開業になり、平成１４年までのなが
きにわたり同院院長として地域医療に尽力されました。
登山、油絵、クラシック鑑賞、読書、著述と多趣味な方だっ
たとのご遺族様のお言葉です。
ご遺族　妻　素子様

学部４期　斉藤 博先生

令和６年１０月５日誤嚥性肺炎の為ご逝去。（９３歳）。
昭和３０年卒。
昭和３８年まで枚方市民病院外科にてご勤務になられた
後、枚方市にて斉藤医院をご開業になり地域医療に貢
献されました。
ご遺族　長男　圭一様

次の会員が亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。

事務局編集係

学部４期　藤沢道明先生

令和６年６月４日老衰の為ご逝去。（９６歳）。
昭和３０年卒。
卒業後、母校微生物学教室に入局されました。昭和３３
年にアメリカにご留学の後、昭和３５年から母校にて講
師としてご勤務になられました。昭和４８年より公立村岡
病院副院長をお務めになり、その後院長として平成９年
に退職されるまでのながきにわたり地域医療に尽力され
ました。
ご遺族　妻　洋子様

学部５期　村野寿昭先生

令和６年１０月２日老衰の為ご逝去。（９６歳）。
昭和３１年卒。
大阪市福島区にて村野放射線科をご開業になり、地域
医療に貢献されました。
ご遺族　長女　和子様

学部７期　津田清重先生

令和６年４月２９日老衰の為ご逝去。（９３歳）。
昭和３３年卒。
藍野花園病院にて院長としてご勤務になり地域医療に
尽力されました。藍野病院名誉院長であられます。
ご遺族　長男　健吉様

学部７期　若林 明先生

令和６年４月２８日慢性腎不全・腎硬化症の為ご逝去。
（９０歳）。
昭和３３年卒。
昭和５４年８月に大阪府堺市鴨谷台医療センターにて内
科をご開業になりました。また大阪府医師会副会長とし
て地域医療に貢献されました。仁泉会役員としても会務
運営にご尽力いただきました。
ご遺族　次男　和充様

学部１１期　八木隆明先生。

令和６年７月３１日ご逝去。
昭和３７年卒。

学部 14期　上出秀夫先生

令和６年９月１２日肺炎・敗血症の為ご逝去。（８５歳）。
昭和４０年卒。
昭和５２年に石川県加賀市上出医院にて院長としてご
勤務になりました。令和４年にご退職された後も上出内

科クリニックにて副院長をお務めになり、地域医療に携
わっておられました。
ご遺族　長男　真一様

学部１７期　飯盛幸雄先生

令和６年８月２７日誤嚥性肺炎・うっ血性心不全の為ご
逝去。（８６歳）。
昭和４３年卒。
母校胸部外科に入局されました。大阪市東成区にて飯
盛医院をご開業になり、地域医療に貢献されました。

ご遺族　次男　章雄様

学部２６期　篠田恵一先生

令和６年１０月８日膠芽腫の為ご逝去。（７２歳）。
昭和５２年卒。
北野病院、母校第一内科、阪和住吉総合病院にてご
勤務になり、地域医療に尽力されました。藍野大学で
は医療保健学部理学療法学科教授をお務めになられま
した。
ご遺族　妻　美香様

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
令和 4年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●56 巻 2 号（令和 7年 3月 1日発行）
　締切　令和 7年 1月末日
●56 巻 3 号（令和 7年 5月 1日発行）
　締切　令和 7年 3月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636

　新年号であり多くの先生方から新春挨拶が寄せられ
たこともあり、久しぶり分厚さの仁泉会ニュースになりま
した。
　今号内に「中浪天合同会」の記事があります。母校
お膝元の大阪では概ね各市町村と大阪市内区単位に
仁泉会支部があり、その集合体として大阪府支部連合
会があります。しかし、昨今会員数や組織率の減少が
あり、単独での支部活動が難しくなっている地区があり

ます。今回は大阪市中央区東、中央区南、浪速区、
天王寺区合同親睦会が開催されました。多くの同窓が
集われたようで、府連会長の霜野先生も参加されておら
れます。このような形態もありかなと思います。
　そういえば最近支部会、同期会をしていないなと思わ
れる先生方。仁泉会事務局では案内状送付などの事
務作業をお手伝いいたしますので、ぜひ開催を企画し
ていただけたらと存じます。
 （治）
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求  人 内科系常勤医募集☆駅近クリニック、週４日☆女性、シニア活躍☆マイカー通勤可、子連れ出勤可 求  人
勤務形態 常勤
募集科目 内科　または　小児科
募集人数 1 名
業務内容 外来、予防接種、その他（各種健診、

生活指導、軽外傷処置）
 ※標榜診療科は、小児科、内科、皮膚科
 患者内訳は、小児科２割、内科７割、

皮膚科１割。
勤務日数 週４日
勤務曜日 月、火、木、金
勤務時間 ８：３０～１９：３０ ※時間相談可
休　　憩 １８０分（行動自由、院内に休憩室あり、

一時帰宅も可）
時間外労働 残業なし
当　　直 なし
オンコール なし
勤務開始日 ２０２５年４月～
雇用期間 期限の定めなし
経験年数 ５年以上
必要資格・スキル
  小児科専門医資格があれば尚よし
忙 し さ 診療体制：１診体制
 外来患者数：１日３０～４０名程度
 病棟管理：なし
その他勤務条件
 診療時間は午前診９～１２時、午後診

１６～１９時（午後は受付１８時半ま
で）。土曜は午後休診。

休　　日 土曜日午後、水・日曜日、祝日
休　　暇 お盆、年末年始各１週間、その他学会

参加に伴う臨時休診あり、有休は法定
通り

特　　徴 残業なし、週４日勤務可、当直なし、
年齢不問、駅チカ・通勤便利、マイカー
通勤可、電子カルテ、ベビーシッター
費用補助、ブランク可、地域医療に携
わる、女性医師活躍、シニア医師活躍、
新型コロナウイルス感染症関連

加入保険等 雇用保険、労災保険、健康保険、厚生
年金、医賠責

定 年 制 ６０歳（ただし、７０歳まで再雇用制
度あり）

福利厚生 白衣、上履き支給、学会参加費支給、
その他各種手当あり

給　　与 月給 1,000,000 円～ 1,200,000 円
 （経験・スキル・勤務内容により決定）
交 通 費 月 50,000 円まで
昇給・賞与等 応相談
試用期間 ３ヶ月
 ※試用期間の給与は基本給与と同じ
備　　考 退職金あり（ただし、勤続３年以降）
 通勤時間３０分程度で、伊丹市近隣の

市町に在住の方が望ましい。
 希望があれば、院長職も可能。
受動喫煙防止措置の状況
 禁煙

勤 務 先：医療法人社団 宮崎クリニック
　　　　　〒664-0882 兵庫県伊丹市鈴原町 4-4-1
　　　　　TEL 072-777-0045
アクセス：阪急伊丹線新伊丹駅下車 徒歩 8分
　　　　　阪急伊丹駅、阪急塚口駅から
　　　　　伊丹市バス 37系統で「鈴原町 4丁目」
　　　　　下車徒歩１分
担 当 者：操 真紀　（連絡先：090-9055-6336）

内科系常勤医募集☆駅近クリニック、週４日☆女性、シニア活躍☆マイカー通勤可、子連れ出勤可

勤務形態 非常勤
有効期間 2024/10/10～ 2025/04/10
募集科目 内科　または　小児科
募集人数 1 名
業務内容 外来、予防接種、その他（各種健診、

生活指導、軽外傷処置）
 ※標榜診療科は、小児科、内科、皮膚科
勤務日数 週２日程度
勤務曜日・時間
 月曜日 8： 30～ 19： 30
 木曜日 8： 30～ 19： 30
 ※勤務時間相談可
休　　憩 １８０分
時間外労働 残業なし
勤務開始日 ２０２４年１１月～
雇用期間 期間の定めあり（４か月未満）
契約更新の可能性の有無 
 あり
条件付きで更新
 あり ※技能、勤務態度により３ヶ月毎に契約更新
経験年数 ５年以上
必要資格・スキル
 小児科専門医資格があれば尚よし
忙 し さ 診療体制：1 診体制
 外来患者数：３０名程度 担当／日
 病棟管理：なし

その他勤務条件
 診療時間は午前診９～１２時、午後診１６

～１９時（午後は受付１８時半まで）。半日
だけの勤務も可。

休　　日 水・日曜、祝日、土曜午後休診。その他
学会参加等に伴う臨時休診あり。

休　　暇 年末年始・盆休み各 1 週間。有休は法
定通り。

特　　徴 残業なし、当直なし、年齢不問、駅チカ・
通勤便利、マイカー通勤可、電子カルテ、
地域医療に携わる、女性医師活躍、シニ
ア医師活躍

加入保険等 労災保険、その他（医賠責）
定 年 制 ６０歳
福利厚生 ―
給　　与 固定 時給 12,000 円　
交 通 費 込み
昇給・賞与等 応相談
試用期間 ３ヶ月
 ※試用期間の給与は基本給与と同じ
備　　考 定年は６０才だが、７０才まで再雇用制度

あり。
受動喫煙防止措置の状況
 禁煙

勤 務 先：医療法人社団 宮崎クリニック
　　　　　〒664-0882 兵庫県伊丹市鈴原町 4-4-1
　　　　　TEL 072-777-0045
アクセス：阪急伊丹線新伊丹駅下車 徒歩 8分
　　　　　阪急伊丹駅、阪急塚口駅から
　　　　　伊丹市バス 37系統で「鈴原町 4丁目」
　　　　　下車徒歩１分
担 当 者：操 真紀　（連絡先：090-9055-6336）

内科系パート医師募集☆駅近クリニック、週1～2日☆女性、シニア活躍
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★

消化器内科・内科の承継物件テナント
募集

場　　所：大阪市浪速区難波中 2-3-3
募集科目：皮膚科・婦人科を除く全科目
　　　　　※推奨科目：消化器内科・内科
募集区画：2階 35.4 坪

5F：婦人科クリニック

4F：皮膚科クリニック

3F：美容エステ

2F：　募集区画

1F：日本調剤なんば薬局

★各階盛業中
★南海電鉄「なんば」駅
　徒歩2分

■エレベーター設置
■内視鏡、腹部・心臓エコー、CT 設備等は譲渡対象
です。（金額等応相談）
○昼夜通して人通りの多いエリアです。周辺はショッピングモール
が多く立地しており、視認性抜群です。
 ・賃貸借契約にあたっては、調整・打ち合わせが必要になります。
 ・建物外観や仕様・契約面積等は変更になる可能性があります。

●角地に面しており、視認性良好です
●乗降客数の多いなんば駅からの
アクセスが抜群です

●皮膚科・婦人科盛業中の医療モール
です

お問い合わせ先
仁泉会事務局：TEL   072-682-6166
　　　　　　　FAX  072-682-6636
　　　　　　　e-mail  jimu@jinsenkai.net




